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1 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　お正月の玄関を華やかに飾る「寄せ植え」体験が、12 月 13 日、上山高原ふるさと館
で開催されました。参加者は、用意された花苗をそれぞれ工夫して配置し、オリジナルな
寄せ植えを作りました。今回は竹と松を軸に、葉牡丹やシクラメンなどの花を配置し、最
後は水引きで仕上げの飾りを施し、落ち着いた中にも華やかな雰囲気に仕上げました。
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

～
地
方
創
生
元
年
～

  

ま
ち
づ
く
り
協
奏
曲
第
２
楽
章「
協
働
」

町長　岡 本 英 樹

新
温
泉
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典

　

昨
年
10
月
、
新
温
泉
町
は
合
併
10
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
10
年
間
、
自
然
と
の
共

生
を
柱
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
り
、
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
海
・
山
・

温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
」
の

実
現
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

合
併
10
周
年
記
念
式
典
で
は
、
合
併
し
て

町
の
一
体
感
が
醸
成
し
た
こ
と
の
象
徴
で
も

あ
り
ま
す
町
民
歌
「
蒼
空
へ
」
を
合
唱
い
た

し
ま
し
た
。
浜
坂
、
温
泉
両
地
域
の
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
と
式
典
に
ご
出
席
の
皆
さ
ま
の

歌
声
が
、
協
奏
曲
の
よ
う
に
重
な
っ
て
、
夢

ホ
ー
ル
に
美
し
く
響
き
渡
り
ま
し
た
。

業
の
活
性
化
、
観
光
・
交
流
に
よ
る
ま
ち
の

賑
わ
い
の
創
出
）、「
ひ
と
の
創
生
」（
出
会

い
の
場
づ
く
り
や
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環

境
の
充
実
、
子
育
て
世
代
、
若
者
を
中
心
と

し
た
移
住
・
定
住
の
促
進
）、「
ま
ち
の
創
生
」

（
安
全
・
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
）
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。第

２
次
総
合
計
画

　

本
町
で
は
、
平
成
19
年
３
月
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
総
合
的
指
針
で
あ
る
「
第
１
次
新
温

泉
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
参
画
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
取
組
と
し
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
ご
ざ

地
方
創
生
総
合
戦
略

　

国
で
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
東
京
圏
へ
の
過
度
の
人
口
集
中
に
対
応

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を

確
保
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日

本
社
会
を
維
持
す
る
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
人
口
減
少
の
克
服
や
地
域
経

済
の
発
展
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
と

い
っ
た
地
域
課
題
の
総
合
的
解
決
と
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
、
昨

年
10
月
に「
新
温
泉
町
地
方
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
総
合
戦
略
で
は
、「
し
ご
と
の
創

生
」（
雇
用
・
就
労
環
境
の
確
保
、
地
域
産

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
中
は
、
町
政
に
つ
き
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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い
ま
す
。
平
成
22
年
10
月
に
、「
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
加
盟
が
認
定
さ
れ
た
こ
と

は
、
大
き
な
喜
び
で
も
あ
り
、
町
総
合
計
画

実
現
へ
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
11
月
に
は
、
山
陰
海
岸
を
含
む
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
な
事

業
と
し
て
認
定
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
層

の
力
添
え
に
な
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
は
、
町
総
合
計
画
と

の
整
合
を
図
る
た
め
、
計
画
の
進
捗
状
況
等

の
検
証
結
果
を
反
映
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

今
後
策
定
す
る
平
成
29
年
度
か
ら
10
年
間
の

「
第
２
次
新
温
泉
町
総
合
計
画
」
に
は
、
地

方
創
生
総
合
戦
略
の
内
容
を
、
重
点
戦
略
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
第
２
次
新
温
泉
町
総
合
計
画
」
を
、

住
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
と
も
に
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
の
第
２
楽
章
と
し
て
、「
協
働
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

未
来
に
向
け
て

　

さ
て
、
新
温
泉
町
の
合
併
10
周
年
に
際
し

ま
し
て
、
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

新
温
泉
町
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
学

生
に
は
「
わ
た
し
の
す
き
な
し
ん
お
ん
せ

ん
」、
中
学
生
に
は
「
未
来
に
向
け
て
、
今

私
に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
作
文
を
募

集
し
、９
５
６
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
、
地
域
の
た
め
に

行
動
し
よ
う
と
思
う
心
が
素
直
に
表
現
さ
れ

た
作
文
ば
か
り
で
、
喜
び
と
頼
も
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
温
泉
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち

も
再
認
識
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
本
町
に
生

ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
ま
ち
づ
く

り
を
、
今
後
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

若
者
定
住

　

若
者
は
、
進
学
や
就
職
等
に
よ
り
ま
ち
を

離
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
昨
年
７
月
に
行
っ
た
高
校
生
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
進
学
・
就
職
で
新
温
泉
町
を

離
れ
て
も
将
来
は
故
郷
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い

と
思
う
生
徒
の
割
合
が
、
し
た
く
な
い
生
徒

の
割
合
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
新
温
泉

町
が
若
者
に
と
っ
て
愛
着
の
あ
る
ま
ち
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
若
者
の
思
い
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
雇
用
や
子
育
て
な
ど
の
環
境

づ
く
り
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
と
思
わ
れ
る
ふ

る
さ
と
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ず
っ
と
新

温
泉
町
で
暮
ら
す
人
た
ち
や
、
こ
れ
か
ら
暮

ら
し
て
み
た
い
と
思
う
人
た
ち
に
と
っ
て

も
、
人
が
い
き
い
き
と
輝
き
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
夢

と
温
も
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

申
（
さ
る
）
年

　
「
申
」
は
、
干
支
の
十
二
支
の
９
番
目
に

な
り
ま
す
が
、そ
の
意
味
は
「
伸
ば
す
」
で
、

「
草
木
が
十
分
に
伸
び
き
っ
た
時
期
で
、
実

が
成
熟
し
て
香
と
味
が
そ
な
わ
り
堅
く
な
っ

て
い
く
時
期
」
を
意
味
し
ま
す
。

　

ま
ち
が
さ
ら
に
一
体
化
し
、
固
い
絆
の
も

と
、
ま
ち
が
成
熟
す
る
幸
せ
な
一
年
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
歌
の
歌
詞
に
「
永
遠
と
つ
づ
く　

蒼

空
へ　

手
と
手
を
つ
な
ぎ　

さ
ぁ
愛
を
わ
け

あ
う
」
と
あ
り
ま
す
。
私
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
行
政
の
各
パ
ー
ト
の
演
奏
を
生
か
し
、

魅
力
と
元
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

新
温
泉
町
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
（
指
揮
者
）
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
奏
曲
第
２
楽
章
「
協

働
」
を
奏
で
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸

多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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町政のうごきから

　

11
月
25
日
、
県
立
浜
坂
高
等
学
校
で
「
選
挙
出
前
講
座
・
模
擬
投
票
」（
主

催
：
町
選
挙
管
理
委
員
会
・
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
）
を
開
催
し
、
２

年
生
約
１
０
０
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

選
挙
権
年
齢
を
満
20
歳
以
上
か
ら
満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る

※
改
正
公

職
選
挙
法
が
、
平
成
28
年
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
選
挙
権
を
得
る
こ
と
と
な
る
高
校
生
に
選
挙
を
身
近

な
も
の
と
感
じ
て
い
た
だ
き
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
目
的
で
開
催
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

町
選
挙
管
理
委
員
会　

℡
82
‐
３
１
１
１

　

選
挙
出
前
講
座
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を

利
用
し
て
、
選
挙
の
意
義
や
選
挙
制
度

等
に
つ
い
て
説
明
。
特
に
若
い
世
代
の

投
票
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
他
の
世
代

よ
り
有
権
者
の
声
が
届
き
に
く
い
現
状

の
ほ
か
、
投
票
所
で
の
投
票
の
手
順
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動

の
注
意
点
な
ど
を
話
し
、
投
票
へ
の
参

加
、明
る
い
選
挙
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

模
擬
投
票
で

は
、
実
際
の
選

挙
で
使
用
す
る

記
載
台
や
投
票

箱
な
ど
を
使
用

し
た
ほ
か
、
生

徒
一
人
ひ
と
り

に
入
場
券
を
配

い
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
、
選

挙
の
大
切
さ
、

有
権
者
と
な
る

こ
と
の
責
任
の

重
さ
を
実
感
す

る
声
が
多
数
あ

り
ま
し
た
。

布
し
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
提
供

を
受
け
た
模
擬
投
票
用
紙
で
投
票
す
る

な
ど
、
本
番
の
選
挙
さ
な
が
ら
の
雰
囲

気
で
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
名

簿
対
照
や
投
票
用
紙
の
交
付
、
開
票
時

の
分
類
・
点
検
・
計
数
機
の
係
を
生
徒

代
表
が
担
当
し
ま
し
た
。

布
さ
れ
た
選
挙

公
報
を
真
剣
な

表
情
で
眺
め
な

が
ら
、
ど
の
候

補
者
に
投
票
す

べ
き
か
じ
っ
く

り
と
考
え
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
選
挙
の
仕
組
み
が
理
解
で
き
た
」

「
実
際
に
開
票
さ
れ
一
票
の
重
み
が
よ

く
分
か
っ
た
」「
自
分
の
一
票
を
大
切

に
、
18
歳
に
な
っ
た
ら
投
票
に
行
き
た

県
立
浜
坂
高
等
学
校
で

「
選
挙
出
前
講
座
・
模
擬
投
票
」を
開
催

～ 

一
票
の
重
み
を
実
感  

～

　

講
座
に
続
い
て
、
会
場
内
に
準
備
し

た
投
票
ス
ペ
ー
ス
で
模
擬
投
票
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

模
擬
投
票
に
先
立
ち
、
町
選
挙
管
理

委
員
会
の
職
員
３
人
が
候
補
者
役
と

な
っ
て
、
こ
の
日
の
模
擬
投
票
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
公
約
を
演
説
。
生
徒
は
配

選挙公報を手に演説を聞く生徒

名簿対照を終え投票用紙を受領

生徒代表 12 人が開票作業 ＊総務省が「18歳選挙」ホームページを開設：http://www.soumu.go.jp/18senkyo/

※
改
正
公
職
選
挙
法
の
概
要

　

選
挙
権
年
齢
を
満
18
歳
以
上
に
引

き
下
げ
る
改
正
公
職
選
挙
法
が
平
成

27
年
６
月
19
日
に
公
布
。
１
年
後
の

平
成
28
年
６
月
19
日
の
後
に
公
示
さ

れ
る
国
政
選
挙
か
ら
（
県
・
町
の
選

挙
は
、
こ
の
国
政
選
挙
の
公
示
日
以

後
に
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
）適
用
。

○
主
な
選
挙
の
予
定(

任
期
満
了
日
）

種 類 任 期

衆議院議員 H30.12.13

参議院議員
H28.	 7.25

H31.	 7.28

兵庫県知事 H29.	 7.31

兵庫県議会議員 H31.	 6.10

新温泉町長 H29.11.12

新温泉町議会議員 H29.11.12
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町政のうごきから
　ふるさと新温泉町を応援してください！

ふるさと納税制度のご案内

平成 26 年中寄付金の使途 金額（円）
自然環境の保全及び景観の維持、再生に関す
る事業 215,000 

子どもたちの健全育成及び健康増進に関
する事業 2,460,000 

但馬牛・松葉かに・ほたるイカ等地域特
産物品の振興に関する事業 245,000 

伝統文化の振興に関する事業 140,000 
　合　　　計　 3,060,000 

◆寄付の額
　１口５千円を基本として、何口でも受け付けます。
◆寄付金の使いみち
①自然環境の保全及び景観の維持、再生に関する事業
②子どもたちの健全育成及び健康増進に関する事業
③但馬牛・松葉かに・ほたるイカ等地域特産物品の
振興に関する事業
④伝統文化の振興に関する事業

　「ふるさと新温泉町」を応援したいという思いを寄
付金という形でお受けし、まちづくりに参加いただ
きながら事業を実施できるよう「新温泉町ふるさと
づくり基金（ふるさと納税）」を設立しています。こ
れまでから、新温泉町出身の方をはじめ、多くのご
協力をいただいています。今年度も引き続き、ご支
援をお待ちしています。

◆個人住民税と所得税の控除　
　寄付金のうち２千円を超える部分について、一定
の限度まで個人住民税と所得税から控除が受けら
れます。

◆寄付のお礼
　感謝の気持ちとして、『湯めぐりチケット（町内
５施設、各１枚ずつの無料入浴券）』を進呈いた
します。
▽対象施設　七釜温泉ゆーらく館、ユートピア浜坂、
浜坂海岸ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ松の湯、薬師湯、リフレッ
シュパークゆむら

「松葉かに」のセリ（特産品振興にも役立てられています）ー申込み・問合せー　総務課　管財係
　　　　　　　　　　℡（0796）82-3111　ＦＡＸ  （0796）82-3054　

◆基金の運用状況報告
　平成 26年中 ( 平成 26年 1月～ 12月 ) の寄付金
306 万円については、寄付者のご意向を踏まえて
平成 27年度に次表のとおり活用させていただきま
す。（なお、平成 27 年 1 月～ 3月の寄付金は、平
成 28年度に活用させていただく予定です）

◆申込方法
①「寄付申込書（町ホームページよりダウンロード
可）」を郵送、ＦＡＸまたは電子メールで提出し
てください。
②寄付申込書を受付後、郵便局の「払込取扱票」等
の関係書類を郵送しますので、郵便局にて寄付を
行ってください。

寄　

付　

者

新
温
泉
町
役
場

【１】寄付申込書を提出

【３】「払込取扱票」で寄付金を納付

【２】郵便局「払込取扱票」を送付

【４】寄付受入書を送付

郵　便　局
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■
申
告
書
の
提
出
が
必
要
な
方

◇
平
成
27
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方

（
給
与
の
み
の
所
得
で
、
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出
さ

れ
て
い
る
方
や
公
的
年
金
の
み
の
方

は
、
申
告
は
不
要
で
す
。）

◇
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
の
世
帯
の
方
、
ま
た
は

加
入
見
込
み
の
方
（
平
成
27
年
中
の

収
入
が
な
い
方
に
つ
い
て
も
、
申
告

書
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
低
所
得
世

帯
に
お
け
る
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。）

◇
給
与
収
入
、
年
金
収
入
の
ほ
か
に
事

業
収
入
、
不
動
産
収
入
、
雑
収
入
な

ど
が
あ
る
方

◇
２
か
所
以
上
か
ら
の
給
与
収
入
が
あ

る
方

◇
医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
な
ど
各

種
所
得
控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
方

◇
年
末
調
整
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
方

◇
障
害
者
控
除
、
寡
婦
控
除
、
勤
労
学

生
控
除
等
の
適
用
を
受
け
る
方
（
対

象
者
で
あ
っ
て
も
毎
年
申
告
を
さ
れ

な
い
と
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。）

※
所
得
税
に
影
響
が
あ
る
方
は
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。（
確
定
申
告
す
る

方
は
住
民
税
の
申
告
書
は
提
出
不
要

で
す
。）

※
収
入
が
な
い
方
で
も
、
27
年
中
の
所

得
に
つ
い
て
証
明
・
課
税
証
明
（
無

所
得
、
非
課
税
の
証
明
を
含
む
）
が

必
要
な
方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
な
い
と
証
明
書
の
交
付
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
公
的
年
金
の
み
の
方
は
申
告
不
要

　

所
得
税
に
お
け
る
「
公
的
年
金
等
の

申
告
不
要
制
度
」
に
よ
り
、
公
的
年

金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
方
は
申

告
が
不
要
で
す
。
し
か
し
、
年
金
支

払
者
に
届
け
出
た
控
除
内
容
に
変
更

が
あ
る
方
は
申
告
が
必
要
で
す
。

■
事
業
所
得
（
農
業
を
含
む
）
等
は
帳

簿
が
必
要

　

平
成
26
年
１
月
よ
り
事
業
所
得
（
農

業
含
む
）
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

は
記
帳
義
務
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
収
入
金
額
や
必
要
経
費
に
関
す

る
取
引
の
状
況
の
記
帳
と
、
取
引
の

際
に
作
成
し
た
書
類
や
受
け
取
っ
た

書
類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
の
１
年
間
の
収
入
、
所
得
控
除
等
の
申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

申
告
は
平
成
28
年
度
の
町
民
税
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
基
礎
と
な
り
、
個
人
の
所
得
を
公
的
に
証
明
す
る
基

礎
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
な
方
は
早
め
に
準
備
を
行
い
、
正
し
い
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
方
は
帳
簿
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
を
、
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
新
温
泉
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
18
歳

以
上
の
方
に
お
届
け
し
ま
す
。
申
告
書
と
関
係
書
類
は
１
月
末
に
区
長
、
町
内
会
長
を
通
じ
て
世
帯
ご
と
に
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
提
出
期
限
は
３
月
15
日
（
火
）
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

税
務
課　

課
税
係　

℡
82
‐
３
１
１
３

◆申告相談の会場と日時

期　　間 2月 16日（火）～ 3月 15日（火）の平日

会　　場 浜坂多目的集会施設　／　町民センター

午前 午後

受付時間 午前 7時 30分～ 11時 午前 11時～午後 3時

相談時間 午前 8時 30分～ 午後 1時～

※土・日曜日は行いません。

～
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
～

「
税
」の
申
告
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。帳
簿
整
理
は
お
早
め
に
！

　

申
告
期
間
は
２
月
16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
火
）
ま
で

■
申
告
相
談
会
場
と
日
程

　

次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
事
前
に

計
算
と
関
係
書
類
の
整
理
を
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
新
温
泉
町
に
住
民
登
録
の
な
い
方
は

相
談
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑
を
忘

れ
ず
に

◇
申
告
書
を
作
成
記
入
の
う
え
、
申
告

内
容
の
確
認
で
き
る
書
類
、証
明
書
、
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　①公的年金等の収入金額の合計額が、400 万円以下
　　　複数から受給されている場合は、その合計額です。
　②「公的年金等に係る雑所得」以外の所得金額が、20 万円以下
　　　例えば、給与の収入金額が 85万円以下の場合が当てはまります。
　　　【85万円（収入金額）－ 65万円（給与所得控除）＝ 20万円（給与所得金額）】
　※ただし、①と②の両方に該当する場合でも、所得税及び復興特別所得税の還付を受けられる方は、
　　確定申告書の提出が必要です。

　　　　　　　　　　　　上記の確定申告が不要でも、住民税の申告が必要になる場合があります。
　　　　　　　　　　　　詳しくは、役場税務課（℡ 82-3113）にお尋ねください。

広報しんおんせん（1月号）

H28（2016）.1.1

　　   公的年金等を受給されている方へ

　　  「事前集合指導」の廃止について

　次の①と②の両方に該当する場合は、所得税及び復興特別所得税の確定申告（提出・納税）が不要です。

所得税及び復興特別所得税の確定申告書の提出が不要となる場合

  ご注意ください！

税務署からお知らせ

　例年 2 月上旬に開催していました年金所得者のための事前集合指導は、今年か
ら廃止となります。

◆問合せ　豊岡税務署　個人課税第１部門
　　　　　℡ 0796-22-2144

印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
事
業
（
農
業
）
所
得
、
不
動
産
所
得

の
あ
る
方
は
帳
簿
と
証
拠
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
農
業
所
得
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
帳
簿
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
帳
簿
を
整
理
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
相
談
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
帳

簿
を
整
理
後
に
改
め
て
来
庁
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

◇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
領
収

書
を
個
人
別
、
医
療
機
関
別
に
分
け

て
事
前
に
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
、
税
務
署
の
申
告
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
申
告
相
談
を
受
け
る
職
員
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
お
待
ち
い
た
だ
く

時
間
が
長
く
な
る
見
込
み
で
す
。
ご

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
告
で
き
る

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
ｅ-

ｔ
ａ
ｘ
〔
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
〕

で
検
索
）

◇
青
色
申
告
、事
業
規
模
の
大
き
い
方
、

不
動
産
の
譲
渡
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
（
新
規
）、
株
式
譲
渡
、
先

物
取
引
、
消
費
税
の
申
告
を
す
る
方

は
、
豊
岡
税
務
署
の
申
告
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
今
年
度
の
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
は
不
要
で
す
。
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平
成
27
年
度

　

新
温
泉
町「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」の
結
果

　

平
成
27
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
が
、
８
月
25
日
に
公
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
各
地
域
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
を
把
握
・
分

析
す
る
こ
と
に
よ
り
教
育
及
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
温
泉
町
に
お
け
る
本
調
査
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、

今
後
、
こ
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
習
改
善
や
学
習
意

欲
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
各
学
校
ご
と
の
分
析
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
の
規
模
・
児
童
数

等
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
公
表
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

こ
ど
も
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７

学
力
調
査
の
結
果

❶ 

小
学
校
【
国
語
】

◆
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

▽
全
体
的
に
向
上
し
て
い
る
。
話
す
力
や
目

的
や
意
図
を
捉
え
て
聞
く
力
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

◆
書
く
こ
と

▽
適
切
な
内
容
を
書
き
抜
く
こ
と
、
内
容
を

整
理
、
構
成
し
た
り
し
な
が
ら
、
ま
と
め

て
書
く
力
、
必
要
な
情
報
を
選
び
、
内
容

と
関
連
づ
け
て
書
く
こ
と
に
課
題
が
見
ら

れ
る
。

◆
読
む
こ
と

▽
文
章
と
図
を
目
的
に
応
じ
て
関
連
づ
け
て

読
む
こ
と
、
引
用
し
て
い
る
言
葉
を
見
つ

け
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。

◆
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項

▽
漢
字
が
読
め
る
が
、
書
く
こ
と
、
語ご

彙い

の

意
味
を
適
切
に
理
解
す
る
こ
と
に
課
題
が

あ
る
。

❷ 

小
学
校
【
算
数
】

◆
数
と
計
算

▽
整
数
や
分
数
の
四
則
計
算
は
で
き
て
い
る

が
、
末
尾
の
位
の
そ
ろ
っ
て
い
な
い
小
数

の
減
法
に
課
題
が
あ
る
。

▽
見
積
も
り
の
結
果
を
基
に
、
根
拠
と
な
る

理
由
を
記
述
す
る
こ
と
や
具
体
的
な
場
面

を
判
断
す
る
な
ど
、
概
数
に
課
題
が
あ
る
。

◆
量
と
測
定

▽
分
度
器
を
用
い
て
１
８
０
度
よ
り
も
大
き

い
角
の
大
き
さ
を
求
め
る
問
題
及
び
時
刻
を

求
め
る
問
題
で
は
、
で
き
て
い
る
児
童
と
で

き
て
い
な
い
児
童
の
二
極
化
傾
向
が
見
ら
れ

る
。

◆
図
形

▽
示
さ
れ
た
三
角
形
が
二
等
辺
三
角
形
に
な
る

根
拠
を
円
の
性
質
と
関
連
付
け
て
判
断
す
る

こ
と
に
課
題
が
あ
る
。
示
さ
れ
た
見
取
図
の

情
報
を
基
に
、
展
開
図
に
必
要
な
面
の
大
き

さ
を
読
み
と
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。

▽
平
行
四
辺
形
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
辺

の
組
み
合
わ
せ
を
正
し
く
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
て
い
る
。

◆
数
量
関
係

▽
グ
ラ
フ
に
表
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
読
み
と
る

こ
と
は
で
き
て
い
る
。

▽
示
さ
れ
た
情
報
か
ら
基
準
量
を
求
め
る
場
合

と
捉
え
、
比
較
量
と
割
合
か
ら
基
準
量
を
求

め
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。

❸
小
学
校　

理
科

　

知
識
・
理
解
面
の
正
答
率
が
高
く
、
覚
え
る

べ
き
ポ
イ
ン
ト
等
は
押
さ
え
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
観
察
・
実
験
か
ら
の
読
み
取
り

や
科
学
的
な
分
析
等
に
課
題
（
全
国
・
県
に
も

共
通
）
が
あ
る
。

　

平
素
よ
り
実
験
観
察
の
充
実
を
図
り
、
児
童

自
ら
疑
問
を
持
っ
た
り
、
め
あ
て
を
明
確
に
し
、

課
題
解
決
へ
の
意
欲
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

❹ 

中
学
校
【
国
語
】

◆
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

▽
ス
ピ
ー
チ
で
相
手
の
反
応
を
踏
ま
え
て
話
し

た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
必
要
に
応
じ
て
質

問
し
た
り
し
な
が
ら
聞
き
取
る
問
題
が
よ
く

で
き
て
い
る
。

▽
日
常
生
活
で
使
用
頻
度
の
少
な
い
言
葉
を
、

聞
き
手
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
直

し
て
話
す
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。

◆
書
く
こ
と

▽
意
見
文
に
つ
い
て
、
他
者
の
書
い
た
文
章
に

助
言
を
し
た
り
、
推す
い

敲こ
う

し
た
り
す
る
問
題
が

よ
く
で
き
て
い
る
。

▽
複
数
の
資
料
か
ら
得
た
情
報
を
も
と
に
自
分

の
考
え
を
書
い
た
り
、
根
拠
を
明
確
に
し
て

自
分
の
考
え
を
書
い
た
り
す
る
な
ど
、
自
分

の
考
え
を
具
体
的
に
書
く
力
の
育
成
に
課
題

が
あ
る
。

◆
読
む
こ
と

▽
文
学
的
な
文
章
で
は
、
登
場
人
物
の
心
情
や

表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
の
理
解
度
が
高
く
、

説
明
的
な
文
章
で
は
、
目
的
に
応
じ
て
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

▽
目
的
に
応
じ
て
文
章
を
要
約
し
た
り
、
文
章

の
中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
を
読
み

分
け
、
要
旨
を
と
ら
え
た
り
す
る
こ
と
に
課

題
が
あ
る
。

◆
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す

る
事
項

▽
文
脈
に
即
し
て
、
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り

書
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
概
ね
で
き
て
い
る
。

敬
語
表
現
に
つ
い
て
の
正
答
率
も
高
い
。

▽
語
句
の
意
味
を
理
解
し
、
文
脈
の
中
で
適
切

に
使
う
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
文
法

事
項
に
つ
い
て
、
品
詞
の
理
解
が
不
十
分
で

あ
る
。
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き
て
い
る
。
し
か
し
、
自
ら
計
画
を
立
て
自

主
的
に
予
習
等
を
行
っ
て
い
る
児
童
は
少
な

い
。

▽
１
日
あ
た
り
の
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

視
聴
時
間
は
、
３
時
間
以
上
と
い
う
児
童
が

多
い
。
反
対
に
、
読
書
時
間
は
や
や
少
な
く
、

習
慣
化
し
て
い
な
い
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

◆
学
校
で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と

▽
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
学
校
は
楽
し
い
と
感

じ
、
き
ま
り
を
守
っ
て
生
活
し
て
い
る
。

▽
い
じ
め
は
何
が
あ
っ
て
も
い
け
な
い
こ
と
と

捉
え
、
人
の
気
持
ち
を
考
え
、
人
の
役
に
立

つ
人
間
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
児
童
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

◆
学
校
で
の
学
習
に
関
す
る
こ
と

▽
国
語
や
算
数
の
学
習
は
、
役
に
立
ち
大
切
だ

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
好
き
だ
と
思
っ

て
い
る
児
童
の
割
合
は
や
や
低
い
。
理
科
は
、

観
察
や
実
験
が
楽
し
く
好
き
で
あ
る
と
い
う

児
童
が
多
い
。

▽
自
分
の
考
え
を
発
表
し
た
り
、
友
だ
ち
の
意

見
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
得
意
だ
が
、
理

由
を
つ
け
て
説
明
し
た
り
文
章
に
書
い
た
り

す
る
こ
と
が
苦
手
な
児
童
が
多
い
。

❷ 

中
学
校

◆
家
庭
生
活
に
関
す
る
こ
と

▽
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
」「
起
床
時
間
が

決
ま
っ
て
い
る
」
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
、「
就
寝
時
間
が
決
ま
っ
て
い
な
い
」
生

徒
も
い
る
。

▽
「
予
習
・
復
習
」
に
は
格
差
も
あ
り
、「
２
時

間
以
上
勉
強
し
て
い
る
」
生
徒
の
割
合
は
県

や
全
国
に
比
べ
て
低
い
。

▽
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
は
、
全
国
・
県

よ
り
少
な
い
も
の
の
、
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
時
間
が
２
時
間
以
上
の
生
徒

が
半
数
以
上
い
る
。

◆
自
己
に
関
す
る
こ
と

▽
「
人
の
気
持
ち
が
分
か
る
人
間
に
な
り
た
い
」

「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
」
と
考

え
て
い
る
生
徒
が
多
い
。

▽
「
い
じ
め
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い

け
な
い
こ
と
だ
」
と
思
う
生
徒
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。

▽
「
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
思
っ

て
い
る
生
徒
が
多
い
。

◆
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て

▽
県
や
全
国
に
比
べ
持
っ
て
い
る
生
徒
は
少
な

い
が
、
４
時
間
以
上
、
通
話
や
メ
ー
ル
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。

◆
学
校
生
活
に
関
す
る
こ
と

▽
学
級
の
中
で
「
友
だ
ち
同
士
で
話
し
合
っ
て

き
ま
り
を
決
め
た
り
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

何
か
を
や
り
遂
げ
う
れ
し
か
っ
た
」
等
の
体

験
が
多
く
あ
り
、
達
成
感
や
満
足
感
を
も
っ

て
い
る
生
徒
が
多
い
。

▽
１
、２
年
の
授
業
で
は
、
自
分
た
ち
で
立
て
た

課
題
を
情
報
や
話
し
合
い
に
よ
り
整
理
し
発

表
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
感
じ
て

い
る
生
徒
が
多
い
。

▽
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、「
学
校
に
行
く
の
は
楽

し
い
」
と
感
じ
て
お
り
、
全
国
・
県
の
平
均

よ
り
高
い
。

◆
地
域
社
会
に
関
す
る
こ
と

▽
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
や
出
来

事
に
は
や
や
関
心
が
薄
い
が
、
地
域
の
行
事

に
は
多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
る
。

❻
中
学
校　

理
科

　

全
国
・
県
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
正
答
数
の
分
布
を
見
る
と
、

理
解
度
が
高
い
生
徒
と
低
い
生
徒
の
差
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
知
識
」
に
つ
い
て
の
力
は
つ
い
て
い
る

が
、
そ
の
「
知
識
」
を
活
用
し
、
グ
ラ
フ
・

資
料
な
ど
に
基
づ
い
て
、
自
ら
の
考
え
や
他

者
の
考
え
を
検
討
し
て
改
善
す
る
こ
と
な
ど

に
課
題
が
み
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
生
物
的
領
域
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
は
、「
知
識
」「
活
用
」
共
に
良
好
で

あ
る
。生

活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に

関
す
る
調
査
の
結
果

❶ 

小
学
校　

◆
家
庭
で
の
生
活
に
関
す
る
こ
と

▽
多
く
の
家
庭
で
「
早
ね
、
早
起
き
、
朝
ご

は
ん
」
が
徹
底
し
、
基
本
的
生
活
習
慣
が

定
着
し
て
い
る
。

▽
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
る
児
童
は
、
き
わ
め
て
少
な
く
、
パ
ソ

コ
ン
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
す
る
時
間

も
短
い
。

▽
多
く
の
児
童
が
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
て
お
り
、
地
域
や
社
会
を
よ
く
す

る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
い

る
。

◆
家
庭
で
の
学
習
に
関
す
る
こ
と

▽
概
ね
１
時
間
以
上
家
庭
学
習
を
行
っ
て
お

り
、
学
校
か
ら
の
宿
題
は
き
ち
ん
と
で

❺
中
学
校
【
数
学
】

◆
数
と
式

▽
四
則
計
算
や
文
字
式
の
計
算
の
問
題
は
優

れ
て
い
る
。
ま
た
、
等
式
の
変
形
に
つ
い

て
は
、
概
ね
で
き
て
い
る
。

▽
数
量
関
係
の
把
握
、
立
式
や
連
立
方
程
式

を
解
く
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
分

数
や
少
数
を
含
む
計
算
に
つ
い
て
は
課
題

が
あ
る
。

◆
図
形

▽
三
角
形
の
合
同
条
件
は
よ
く
理
解
し
て
い

る
。
ま
た
、
立
体
や
回
転
体
等
空
間
図
形

に
関
す
る
問
題
は
概
ね
理
解
し
て
い
る
。

▽
作
図
に
関
す
る
問
題
や
多
角
形
の
内
角
と

外
角
の
関
係
を
問
う
問
題
に
は
課
題
が
あ

る
。
ま
た
、
図
形
の
性
質
を
活
用
し
た
証

明
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
。

◆
関
数

▽
座
標
や
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
概
ね
良
好
で

あ
る
。

▽
与
え
ら
れ
た
グ
ラ
フ
か
ら
必
要
な
情
報
を

読
み
取
り
、
的
確
に
処
理
し
た
り
数
学
的

な
表
現
を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
課
題

が
あ
る
。

◆
資
料
の
活
用

▽
確
率
の
意
味
は
概
ね
理
解
し
て
お
り
、
場

合
の
数
は
概
ね
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

▽
与
え
ら
れ
た
情
報
の
分
析
は
あ
る
程
度
で

き
る
が
、
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
説
明

す
る
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
度
数

や
中
央
値
の
意
味
の
理
解
や
求
め
る
こ
と

に
は
課
題
が
あ
る
。
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　  認知症サポーターになりましょう！
　  　　　キャラバン・メイトが応援します
◆ 85 歳以上の 4 人に 1 人が「認知症」といわれていて、今後

20 年で倍増することが予想されています。
◆認知症サポーターは認知症を理解し、認知症の人や家族を温

かく見守る応援者です。
　周囲の方の理解、ちょっとした手助けや声かけ、相談窓口へ

の橋渡しなどが、認知症になっても安心して暮らせる地域づ
くりに繋がります。

◆ 1 時間程度の「認知症サポーター養成講座」を受講し、認
知症の基礎知識を学び、認知症を正しく理解していただくこ
とで、認知症サポーターになることができます。

　地区で、学校で、職場で、認知症サポーター養成講座を開催
しませんか！

◆「キャラバン・メイト」が認知症サポーター養成講座に講師
として出向きます。講師料は無料です。主催される方には、
会場準備と参加者の招集をお願いしています。

◆キャラバン・メイトは、認知症について一定の研修を受講し
た認知症サポーターを養成する講師です。新温泉町では、現
在 33 人がキャラバン・メイトに登録していて、ボランティ
ア活動を行っています。

　認知症について学び地域で支えようと、美方署
員を対象にした「認知症サポーター養成講座」が
11 月 18 日、19 日、20 日の３日間にわたり美方
警察署で開催されました。
　新温泉町の高齢化率は 36.9％と兵庫県下で 3
番目に高く、美方署員が認知症の人と関わる事案
に遭遇する場面が想定されます。相手の立場に
立った適切な対応を学ぶことため、中谷署長を含
め 84 人が受講しました。
　３日間の講師は、新温泉町に登録しているキャ
ラバン・メイトが交互に務めました。内容は講話
や寸劇で、受講した署員は「認知症の方にきつい
口調はいけない」「優しく接する」など対応方法
を中心に認知症の理解を深めました。

　認知症サポーター養成講座を受講さ
れた方にはオレンジリング、事業所に
はステッカーをお渡ししています。

▼認知症サポーター養成講座の
　申込み・問合せは…
　地域包括支援センター
　℡ 82-5623　

◀オレンジ

　リング

◀講師の説明
を真剣に聞
く署員の皆
さん

事業所用　▶

ステッカー

寸劇には　▶

署員も参加

しました

美方警察署の皆さんが認知症サポーターに！
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教
育
委
員
長
に　
　
　

田
中
幸
吉
氏
が
再
任

　

町
教
育
委
員
の
う
ち
、
1
名
の
任
期

満
了
に
伴
い
、町
議
会
の
同
意
を
得
て
、

田
中
幸
吉
氏
を
11
月
29
日
付
け
で
任
命

（
再
任
）
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委

員
会
定
例
会
で
、
委
員
の
互
選
に
よ
り

田
中
幸
吉
氏
が
教
育
委
員
長
に
、
北
村

早
悟
氏
が
委
員
長
職
務
代
行
者
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

※
委
員
長
と
委
員
長
職
務
代
行
者
の
任

　

期
は
１
年

―
問
合
せ
―

　

こ
ど
も
教
育
課　

教
育
総
務
係

　

℡
82
‐
５
６
２
７

職名 氏　名 委員任期満了日

委員長 田中　幸吉 平成 31 年 11 月 28 日

委員長職務
代行者 北村　早悟 平成 29 年 11 月 28 日

委　員 中井　　功 平成 30 年 11 月 28 日

委　員 小南かおる 平成 28 年 11 月 28 日

教育長 岡本　　操 平成 29 年 11 月 28 日

●  教育委員会の構成

合
併
10
周
年
記
念 

小
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
紹
介

新
温
泉
町
議
会
議
長
賞

◇
中
学
校
の
部

浜
坂
中
学
校
二
年　

吉
澤
ゆ
う
り

　　

私
は
、
北
校
舎
三
階
か
ら
見
え
る
浜

坂
の
景
色
が
大
好
き
で
す
。
私
は
、
吹

奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
て
、
毎
日
の
よ

う
に
音
楽
室
か
ら
日
本
海
の
景
色
を
見

ま
す
。
夏
の
昼
間
は
、
と
て
も
濃
い
水

色
の
空
に
真
っ
白
な
ふ
わ
ふ
わ
雲
が
い

く
つ
も
浮
か
び
、
日
本
海
は
太
陽
に
照

ら
さ
れ
、
ま
る
で
夜
景
の
よ
う
に
ま
ぶ

し
く
輝
く
別
天
地
で
す
。
特
に
、
秋
の

日
本
海
と
浜
坂
の
夕
焼
け
は
、
ピ
ン
ク

と
赤
と
青
が
混
じ
っ
た
よ
う
な
不
思
議

な
色
を
し
て
い
ま
す
。
景
色
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
海
の
幸
や
山
の
幸
が
、

こ
の
町
に
は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
浜
坂
は
人
口
が
減
り

続
け
て
い
ま
す
。仕
事
を
す
る
た
め
に
、

こ
の
町
を
出
て
ま
で
働
き
に
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
今
、

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
年
生
の
時
の
文
化
祭
で
は
、「
ふ

る
さ
と
学
習
」
の
一
環
と
し
て
、
浜
坂

の
こ
と
を
調
べ
、
ま
と
め
て
一
枚
の
壁

新
聞
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
私
た
ち
の

班
は
、
浜
坂
で
有
名
な
海
の
幸
「
の
ど

ぐ
ろ
」
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。「
こ

ん
な
に
高
級
品
だ
っ
た
の
か
。
知
ら
な

か
っ
た
。」
と
思
う
発
見
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
魚
屋
さ
ん
へ
行
き
、
直

接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
実
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、「
煮

付
け
に
し
た
ら
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
よ
。」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

食
べ
て
み
る
と
、
口
の
中
で
風
味
が
広

が
り
、
身
は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
柔
ら

か
か
っ
た
で
す
。「
こ
ん
な
に
美
味
し

い
特
産
物
が
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町

に
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
。」
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
他
の
班
も
、か
に
・

竹
輪
・
梨
・
ホ
タ
ル
イ
カ
・
ど
ぎ
・
わ

か
め
・
は
た
・
浜
大
根
・
但
馬
牛
・
栃

餅
等
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
こ

の
新
聞
作
り
で
、
ふ
る
さ
と
の
隠
れ
て

い
る
良
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
よ
う
に
、
今
年
も
壁
新
聞
を

作
り
ま
す
。「
浜
坂
―
温
故
知
新
」
を

テ
ー
マ
に
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
自
然

や
風
土
の
変
化
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き

ま
す
。
今
だ
け
を
見
つ
め
る
の
で
は
な

く
、
昔
の
こ
と
を
学
習
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
浜
坂
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
、
そ

れ
を
地
域
へ
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
活
動
を
振
り
返
り
、

調
べ
た
ら
浜
坂
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
良
さ
を
、浜
坂
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

浜
坂
を
訪
れ
た
方
た
ち
に
も
伝
え
て
い

く
こ
と
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
今
、
私
た
ち
は
浜
坂

の
隠
れ
た
良
さ
を
掘
り
起
こ
し
て
、
知

り
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
、
浜
坂
の
人
口
問
題
に
向
き

合
う
こ
と
に
つ
な
が
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
町
の
宝
は
、
こ
の

先
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
の
地
域
の
あ
い
さ
つ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
、
こ
の
町
を
思
い
、
関
わ
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
思
い
だ
け
で
終

わ
ら
せ
な
い
よ
う
、
こ
の
町
に
貢
献
で

き
る
存
在
に
な
り
た
い
で
す
。「
今
の

私
に
何
が
で
き
る
の
か
」と
考
え
る
と
、

や
は
り
、
浜
坂
を
「
知
る
こ
と
」
か
ら

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
発
信

し
、
北
前
船
で
栄
え
た
昔
以
上
に
、
活

気
あ
る
浜
坂
に
し
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
新
し
い
浜
坂
、
新
温
泉

町
の
た
め
に
、
見
え
て
い
な
い
も
の
に

目
を
向
け
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
知
り
尽

く
し
た
博
士
を
目
指
し
て
、
勉
強
し
て

視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
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要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
電
池
と
刃
物
・
工
具
類
は
同
じ
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
ま
す
。

⑯
金
属
類　
　
　
　
　
　

　
（
継
続
：
一
部
変
更
）

◆
現
行
の
「
そ
の
他
カ
ン
・
金
属
類
」

の
う
ち
の
刃
物
・
工
具
類
を
除
き
、

現
行
の
「
蛍
光
管
類
」
の
豆
電
球
、

白
熱
球
、グ
ロ
ー
球
、「
燃
え
る
ご
み
」

の
百
円
ラ
イ
タ
ー
、
チ
ャ
ッ
カ
マ
ン

が
対
象

広報しんおんせん（1月号）

H28（2016）.1.1

町政のうごきから

⑮
電
池
、
刃
物
・
工
具
類

　
（
新
規
）

◆
現
行
の
「
電
池
類
」
の
う
ち
の
乾
電

池
、「
蛍
光
管
類
」の
水
銀
の
温
度
計
、

「
そ
の
他
カ
ン
金
属
」
の
う
ち
の
刃

物
・
工
具
、「
燃
え
る
ご
み
」
の
カ

ミ
ソ
リ
が
対
象

◆
ボ
タ
ン
電
池
や
充
電
池
は
、
購
入
店

等
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出
す

◆
刃
物
・
工
具
類
の
出
し
方
は
、
袋
等

に
入
れ
て
外
に
中
身
を
書
い
て
出
す

◆
出
す
場
所
は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

又
は
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
」

▼
注
意
点

◇
刃
物
・
工
具
は
中
身
の
見
え
る
袋
に

入
れ
れ
ば
、
外
側
に
中
身
を
書
く
必

分
け
れ
ば
資
源
・
ご
み
分
別

▼
注
意
点

◇
50
㎝
角
以
上
の
も
の
は
、
粗
大
ご
み

で
出
し
ま
し
ょ
う
。

◇
粗
大
ご
み
の
規
格
の
上
限
は
、
50
㎝

×
１
５
０
㎝
×
２
０
０
㎝
以
内
、
棒

状
の
も
の
は
断
面
が
15
㎝
×
３
０
０

㎝
以
内
で
す
。
規
格
外
の
場
合
は
、

こ
の
サ
イ
ズ
に
な
る
よ
う
に
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
50
㎝
角
以
上
で
あ
っ
て
も
分
解
等
に

よ
り
そ
れ
以
下
に
な
る
場
合
は
、「
燃

や
す
ご
み
」
ま
た
は
「
金
属
類
」
で

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
「
電
器
ご
た
つ
と
天
板
」
な
ど
、
購

入
時
に
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の
は
、

一
つ
に
し
て
「
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
」

一
枚
で
出
せ
ま
す
。

来
年
4
月
か
ら
の
「
新
し
い
分
別
区
分
」
の
う
ち
今
回
は
5
分
別
を
説
明
し
ま
す
。

◆
文
中
の
表
記

▽
北
但
ご
み
処
理
施
設
：
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但　
　

▽
新
温
泉
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
：
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

▽
地
区
・
町
内
会
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
：
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

◆
出
す
場
所
は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

又
は
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
」

▼
注
意
点

◇
百
円
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
使
い
切
っ
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

◇
お
も
ち
ゃ
や
リ
モ
コ
ン
は
必
ず
電
池

を
抜
き
、
で
き
る
限
り
燃
え
る
も
の

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
布
）
と
金
属
に

分
け
ま
し
ょ
う
。

◇
50
㎝
角
以
上
の
も
の
は
、
粗
大
ご
み

で
出
し
ま
し
ょ
う
。

⑰
粗
大
ご
み
（
継
続
）

◆
分
別
方
法
は
、
現
行
と
変
更
な
し

◆
出
す
場
所
は
、「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

又
は
「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
」
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

町政のうごきから

⑱
鉄
の
塊
等　
　
　
　
　

　
（
新
規
：
直
接
搬
入
専
用

　
  

の
分
別
区
分
）

◆
現
行
の
「
そ
の
他
カ
ン
金
属
」
の
う

ち
の「
鉄
ア
レ
イ
」「
有
刺
鉄
線
」「
ド

ラ
ム
缶
」「
畳
」
な
ど
が
対
象

◆
分
別
方
法
は
、
概
ね
現
行
と
変
更
な

し
◆
出
す
場
所
は
、「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

北
但
」（
こ
の
区
分
で
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
出
せ
な
い
）

▼
注
意
点

◇
こ
の
区
分
の
品
目
は
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
せ
ま
せ
ん
。
直
接
ク
リ
ー
ン

パ
ー
ク
北
但
へ
持
ち
込
み
ま
し
ょ

う
。

⑲
新
聞
・
雑
誌
・
Ｏ
Ａ
用
紙 

　
（
新
規
：
直
接
搬
入
専
用

　

  

の
分
別
区
分
）

◆
分
別
方
法
は
、
学
校
等
の
資
源
ご
み

集
団
回
収
に
準
じ
る

◆
出
す
場
所
は
、「
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
」（
こ
の
区
分
で
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
出
せ
な
い
）

▼
注
意
点

◇
こ
の
区
分
で
出
す
前
に
、
地
域
や
学

校
等
の
資
源
ご
み
集
団
回
収
に
積
極

的
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

◇
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
処
理
さ
れ
た
Ｏ
Ａ
用

紙
も
対
象
で
す
。

◇
汚
れ
た
も
の
は
、「
燃
や
す
ご
み
」

で
出
し
ま
し
ょ
う
。

◇
持
込
の
際
に
は
手
数
料
が
必
要
で

す
。

1
月
か
ら
の　
　
　
　

　

分
別
試
験
に
つ
い
て

　

1
月
か
ら
実
施
す
る
新
し
い
分
別

試
験
導
入
に
つ
い
て
は
、
別
途
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
収
集
日
、
収
集
回
数
は
現
状
ど
お

り
で
す
。

▼
家
庭
か
ら
の
出
し
方
や
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
分
別
方
法
を
試
験
的

に
行
い
ま
す
。

▼
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
分
別
ご
と

の
ご
み
プ
レ
ー
ト
等
を
設
置
し
ま

す
。

▼
４
月
か
ら
の
本
格
実
施
で
は
収
集

日
が
変
わ
り
ま
す
。

　但馬の未来にあなたの力を！

第 8 期但馬夢テーブル委員募集
　但馬づくりの指針となる但馬地域ビジョンの
実現に向け、企画や実践活動を行っていただく
但馬夢テーブル委員を募集します。
◆活動内容　ビジョン実現に向けた普及啓発活
動の企画・実践をとおして、但馬地域をもり
あげる。

◆資格　但馬地域において地域づくり活動を
行っている人またはその意欲のある人で、平
成 28年４月１日現在で満 18歳以上の方

◆任期　平成 28年 4月～平成 30年 3月
◆募集人数　50名程度
◆応募期限　2月 29日（月）
◆申込み・問合せ
　但馬県民局地域政策室
　地域づくり課夢但馬・ビジョン担当
　℡（0796）26-3615    fax（0796）23-1476
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町政のうごきから

近
畿
公
民
館
連
絡
協
議
会
表
彰

　

居
組
地
区
公
民
館
長
を
長
年
務
め
ら

れ
て
い
る
亀
谷
忠
明
さ
ん
が
、
近
畿
公

民
館
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

居
組
地
区
公
民
館
は
、
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
、
新
し
い
事
業
の
開
設
な
ど
他

の
地
区
公
民
館
の
模
範
的
、
先
駆
的
な

活
動
内
容
を
、
長
き
に
亘
っ
て
企
画
、

運
営
さ
れ
て
お
り
、
亀
谷
館
長
の
功
績

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

地
区
公
民
館
の
役
割

　

地
区
公
民
館
は
、
地
域
住
民
が
集
ま

り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
、
楽
し
く
学
ぶ

場
所
で
あ
り
、
教
養
を
高
め
、
健
康
を

増
進
し
、
情
操
豊
か
な
人
間
に
育
つ
た

め
の
生
涯
学
習
の
場
、
文
化
創
造
の
場

で
あ
り
、
地
方
創
生
で
の
地
域
単
位
の

活
動
の
場
と
言
え
ま
す
。

　

各
地
区
公
民
館
で
は
、
公
民
館
長
を

中
心
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
種
の
文
化
教
室
や
ク
ラ

ブ
活
動
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
活
動

な
ど
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
毎
月
行
い
、

そ
の
内
容
を
、
月
々
の
「
地
区
公
民
館

だ
よ
り
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
の
講
座
で
の
成
果
や
地

区
住
民
の
個
人
作
品
の
発
表
の
場
と
し

て
の
作
品
展
や
舞
台
発
表
と
し
て
の

「
文
化
祭
」
を
開
催
し
て
い
る
地
区

公
民
館
も
あ
り
ま
す
。

　

地
区
公
民
館
は
、
旧
小
学
校
区
単

位
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
浜

坂
地
域
に
７
館
、
温
泉
地
域
に
３
館

の
合
わ
せ
て
10
館
が
あ
り
ま
す
。

　

浜
坂
地
域
は
、
全
域
で
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
温
泉
地
域
は
、
旧
春
来

小
学
校
区
、
旧
照
来
小
学
校
区
、
旧

八
田
小
学
校
区
の
３
館
で
す
。

　

温
泉
地
域
で
は
、
合
併
以
降
に
各

地
域
と
協
議
を
行
い
、
地
区
公
民
館

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
、
地
域
の
事
情
を
踏
ま
え
、

地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
地
区
公

民
館
活
動
を
町
内
全
域
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ

　
　

生
涯
教
育
課　

82
‐
５
６
２
９

第３回新温泉町吹奏楽祭の出演者の募集
　町内在住の金管・木管楽器演奏団体（各学校以外）、
愛好家、サークル活動等しておられる方　演奏会に
出演してみませんか。グループで申込ください。
▼と　き　2月 7日（日）　午後 2時～
▼ところ　浜坂多目的集会施設　２階ホール
▼申込期限　１月８日（金）
▼申込み・問合せ　浜坂公民館　℡ 82-4339

◀居組地区文化
　祭での舞台発
　表の様子

諸寄地区文化▶
祭での作品展　
の様子
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新
温
泉
町
で
は
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
を
対
象
に
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
・
避
難
行
動
の
支
援
・
安
否
確
認
な
ど
を

円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
「
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
対
応
す
る
に
は
、
普

段
か
ら
の
災
害
時
の
心
構
え
や
準
備
と
と
も
に
、
日
常
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
か
ら
の
名
簿
情
報
提
供
の
同
意
申
請
書
を
町
で
受
付
し
、

登
録
い
た
だ
い
た
情
報
を
町
関
係
部
局
と
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
主
防
災
組
織
、
自
治
（
町
内
）
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員

会
な
ど
の
関
係
機
関
（
避
難
支
援
組
織
等
）
と
相
互
に
情
報
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
中
で
日
常
か
ら
の
見
守
り
・

声
か
け
活
動
や
災
害
時
の
支
援
体
制
づ
く
り
を
行
う
制
度
で
す
。　
　
　
　

▼
問
合
せ　

町　

民　

課　

℡
82
‐
５
６
２
１

健
康
福
祉
課　

℡
82
‐
５
６
２
０

◆
避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
象

　

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
で
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
等
に
自
力
で
避
難
す

る
こ
と
が
難
し
い
次
の
方
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

① 

一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
高
齢
者
世

帯
で
自
力
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
② 

要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て

い
る
者

③ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
に
該
当

す
る
者

④ 

療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
す
る
知
的
障

が
い
者

⑤ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
所
持
す
る
者

⑥ 

難
病
患
者

◆
個
別
計
画
の
策
定

　

同
意
を
い
た
だ
い
た
後
、
地
域
の
特

性
や
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
名
簿
情
報

に
基
づ
き
、
町
関
係
部
局
と
社
会
福
祉

協
議
会
、自
主
防
災
組
織
、自
治（
町
内
）

会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
会
な
ど
の
関

係
機
関
（
避
難
支
援
組
織
等
）
が
中
心

と
な
っ
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者
と
打

ち
合
わ
せ
、
具
体
的
な
避
難
方
法
等
に

つ
い
て
の
個
別
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

⑦ 
①
～
⑥
以
外
で
町
長
が
必
要
と
認

め
た
者

◆
手
続
き
に
つ
い
て

　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情
報
提

供
の
同
意
申
請
書
」
に
、
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、町
民
課
へ
ご
提
出（
ご

返
送
）
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、
登
録
名

簿
作
成
を
行
い
、
避
難
支
援
組
織
等
に

登
録
内
容
を
提
供
し
ま
す
。

　

避
難
支
援
組
織
等
は
、
そ
の
名
簿
を

利
用
し
て
日
常
か
ら
の
見
守
り
・
声
か

け
活
動
を
行
う
と
と
も
に
災
害
時
の
支

援
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
対
象
者
の
方
に
1
月

中
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
2
月
15
日

（
月
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
制
度

避難行動要支援者 役場（町民課）

地域の支援団体
社会福祉協議会、自主防災会、
自治（町内）会、民生委員等

⑥日ごろの見守り・

　声かけ。災害時の支援

④協定の締結

⑤情報の共有・連携

①同意申請

「避難行動要支援者名簿の活用のしくみ」

②申請受付

③登録

町政のうごきから
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　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　池上
　　担当者直通電話　090-4147-2916　　受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00

　現在複数名必要なサービスに関しましては、しばらくの間土日祝
祭日のみとさせていただきたいので、ご了承お願い申し上げます。
　サービス料金　一時間 1,500 円（税別）でお伺います。サービス期間は今年度中
となっておりますので、この機会に一度お試し下さい。 [ 新温泉町（旧浜坂町）三
谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 50 円や、材料費等は別途金額となります。

（軽トラック使用料   1 回 /1 日   4,500 円、草刈り機レンタル料   1 回 /1 日   3,000 円）]
お見積もり無料　 大変込み合っております、お早目の御予約をお願い致します。

【広告】お知らせいたします。

げんちゃん

◆
国
や
地
方
公
共
団
体
の
手
続
き
な
ど

で
記
載
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
場
面

 

・
税
…
税
務
署
等
に
提
出
す
る
書
類
へ

の
記
載

 

・
社
会
保
障
…
医
療
保
険
、
介
護
保
険
、

児
童
手
当
な
ど

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
を

提
出
す
る
と
き

　

番
号
の
確
認
を
、
通
知
カ
ー
ド
や
個

人
番
号
カ
ー
ド
で
行
い
ま
す
。
必
ず

持
参
し
、
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
示
が
な
い
と
、
手
続
き
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
番
号
の
確
認
と
と
も
に
本

人
確
認
も
い
た
し
ま
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
だ
け
で
は
本
人
確
認
は

完
了
し
ま
せ
ん
。
本
人
確
認
が
で
き

る
書
類
等
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
個

人
番
号
カ
ー
ド
に
よ
り
個
人
番
号
を

提
供
す
る
場
合
は
１
枚
で
完
了
し
ま

す
。

◆
民
間
事
業
者
の
み
な
さ
ん
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
取
扱
い
ま
す
。

　

税
や
社
会
保
障
の
手
続
き
書
類
に
従

業
員
な
ど
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
て
、
行
政
機
関
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
事
業
者
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
取
得
す
る
際
は
、
番
号
確
認

と
本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

※
個
人
に
代
わ
っ
て
事
業
主
な
ど
が
手

続
き
を
行
う
場
合
は
、
勤
務
先
な
ど

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
い
に
注
意
！

　

法
律
に
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
・
収
集
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
む
や
み
に
他
人

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
教
え
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
他
人
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
不
正
に
入
手
し
た

り
、
不
当
に
提
供
す
る
と
処
罰
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
に
つ
い
てマイナンバーキャラクター

マイナちゃん

◆
問
合
せ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

　

℡
０
１
２
０
‐
95
‐
０
１
７
８

　

平
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
10
時

　

土
日
祝

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

　
（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
は
除
く
）

※
右
記
ダ
イ
ヤ
ル
に
繋
が
ら
な
い
場
合（
有
料
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

℡
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
９
４
０
５

　

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
に 

　

関
す
る
こ
と

　

℡
０
５
０
‐
３
８
１
８
‐
１
２
５
０

◆
制
度
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.cas.go.jp/jp/

　

seisaku/bangoseido/

平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　

法
令
で
定
め
ら
れ
た
行
政
手
続
き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。
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　　フユイチゴの仲間にはミヤマフユイチゴ、ア
イノコフユイチゴなどがあり、低地の山沿いでも
よく見かけますが、扇ノ山や鉢伏山、氷ノ山など
の亜高山帯にはコバノフユイチゴ（小葉冬苺）が
見られます。昨年の夏、扇ノ山の登山道で、可愛
い花をつけたコバノフユイチゴを見かけました。
写真はその時に撮ったものです。葉は長さ幅とも
に 3～ 5㎝の円形で、その形から別名マルバフユ
イチゴとも呼ばれています。基部はハート型で長
い柄があり、葉裏には鋭い刺があります。
　花は白い５弁花で、真ん中に多くの雌しべが集
まり、周りを雄しべがとり囲んでいます。これが
実って集合果となり、多分、フユイチゴと同じよ
うな頃に赤熟するものと思っていました。ですが、
高い山は早くに雪が降り、一度積もればほとんど
融けません。初冬になってからそんな高い山へ出
かけることもないまま、時は過ぎてゆきました。
　ところがつい最近、コバノフユイチゴは秋に熟
すことを知りました。フユイチゴという名前がつ
いているので、冬に熟すものとばかり思っていた
のは大層な思い込みでした。今年の秋には、緑の
葉の間から覗く赤熟した苺を訪ねてみたいと思い
ます。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

コバノフユイチゴ
 （バラ科）

 野草散歩（61) 国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945
町民課　戸籍年金係　℡（0796）82-5621
温泉総合支所　地域振興課　℡（0796）92-1131

　～新成人のみなさんへ～　　　　　　　
20 歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったときやいざというときの
生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作
られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料
を納め続けることで、年をとったときや、病気やケ
ガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、年金を受け取ることができる制度です。
◆国民年金のポイント
▽将来の大きな支えになります
　国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、
保険料を納める制度です。国が責任をもって運営
するため、安定していますし、年金の給付は生涯
にわたって保障されます。

▽老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか
障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病
気や事故で障害が残ったときに受け取れます。遺
族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者に
より生計を維持されていた遺族（「子のある配偶
者」や「子」）が受け取れます。

◆「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の
所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付
が猶予される制度です。対象となる学生は、学校
教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高
等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修
業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の
日本分校に在学する方です。

◆「若年者納付猶予制度」
　学生でない 30歳未満の方で、ご本人及び配偶者
の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の
納付が猶予される制度です。
　国民年金のご相談・手続きは下記までお問い合わ
せください。
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加藤文太郎
記念図書館

「1月のおすすめの本」
ご案内

真田幸村
ＮＨＫ大河ドラマが描く『戦国最後の英雄』の真実

双葉社
　戦国時代最後の名将・真田幸村。徳川
家康でさえ恐れていた伝説の幸村。大河
では、三代にわたって英傑を排出した真
田家と幸村の勇猛果敢な人生を描く。先
読みして大河ドラマをより一層楽しみま
しょう。

天気痛を治せば頭痛、めまい、ストレスがなくなる！
佐藤純著/扶桑社

　天気の変化で、痛みや気分障害などが
起こる病気「天気痛」。天気痛に悩むすべ
ての人に、そのメカニズムを解説し、天
気痛との上手な付き合い方や不調を取り
除く対策法を教えます。

たらふくつるてん
　奥山景布子著 / 中央公論社

　しがない塗師だった武平は、事件に巻
き込まれたことをきっかけに「笑い」を
極める咄家の道へ進むことになった。「江
戸落語の始祖」と言われた彼の波瀾に満
ちた半生を描いた人情味たっぷりで笑え
るお話。

へなちょこ探偵 24 じ
齋藤飛鳥著 / 童心社

　小学５年生の矢間鯱彦は、空から降っ
てきた白い帽子をひろったことで探偵の
廿余寺れいじと知り合いになる。二人に
さまざまな事件が舞い込んでくるが、な
んなく謎を解き解決してしまう。ハード
ボイルド小学生と陽気でうっかり者のへ
なちょこ探偵が織りなす、ユーモラスな
探偵物語。

おふくさん
服部美法  文・絵 / 大日本図書

　おふくさんたちは、毎日ニコニコ仲良
く暮らしていました。ある日、怖い顔を
したオニがやってきました。おふくさん
たちは、オニを笑わせようといろいろ試
しますが…。オニとおふくさんの対決、
どうなるのかな。いつも笑顔になれる絵
本。

TEL（0796）82-5251

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆1月9日（土）　午後2時～
　『おもちのおふろ』 他
◆1月23日（土）　午後2時～
　『ゆきあそび』 他

大人が集うおはなし会　   　
「能楽にふれてみませんか③」
「能楽にふれてみませんか」シリーズ

最終回です。誰でも気軽にご参加い
ただけます。
◆講師　清水紘一さん（芦屋）
◆1月13日（水）　午前10時30分～
　おめでたい席でおなじみの『高砂』
　の小

こう

謡
たい

を一緒に謡いましょう。

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

1 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

2 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29

は休館日
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【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
Ⅰ
さ
ん
（
70
）
女
性

　

５
日
前
に
「
３
千
円
で
エ
ア
コ
ン
を

洗
浄
し
ま
す
」
と
電
話
が
あ
り
承
諾
し

た
。
翌
日
、
担
当
者
が
来
て
エ
ア
コ
ン

洗
浄
終
了
後
に
、「
今
、
期
間
限
定
で

風
呂
掃
除
と
汚
れ
防
止
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
特
別
価
格
の
２
万
円
で
す
」
と
勧
め

ら
れ
依
頼
し
た
。
掃
除
終
了
後
に
「
汚

れ
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
５
万
円
支

払
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
納

得
で
き
な
い
と
伝
え
る
と
「
3
万
5
千

円
に
負
け
る
の

で
直
ぐ
に
支
払

え
」
と
強
い
口

調
で
言
わ
れ
渡

し
て
し
ま
っ
た
。

料
金
を
払
い
戻

し
て
も
ら
い
た
い
。

■
見
積
も
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
！

　

安
価
な
契
約
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
見

積
書
を
受
け
取
り
、
記
載
内
容
が
自
分

の
希
望
と
合
っ
て
い
る
か
、業
務
内
容
、

料
金
サ
ー
ビ
ス
対
象
範
囲
、
キ
ャ
ン
セ

ル
料
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

掃
除
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ
ブ
ル
!?

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
!?

　

自
分
か
ら
電
話
し
業
者
を
自
宅
に
呼

ん
だ
場
合
で
も
、
新
た
な
勧
誘
を
受
け

た
場
合
は
、
訪
問
勧
誘
に
あ
た
り
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
８
日
以
内
に
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。
手
続
き
の
方
法
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
!?

　

勧
誘
時
に
年
齢
確
認
を
し
、
高
齢
者

の
み
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
業
者

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
勧
誘
を
受
け
た

場
合
は
、
一
人
で
判
断
せ
ず
知
人
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
世
代
に
よ
り
良
い
地
球
環
境
を
伝

え
て
い
く
こ
と
は
人
類
共
通
の
責
務
で

す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
は
、
よ
り
良

い
環
境
を
保
護
・
保
全
す
る
と
と
も
に
、

地
球
遺
産
を
活
用
し
、
人
々
の
く
ら
し

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
活
動
は
、
行
政
が
中
心
と
な
っ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
方
々

が
日
常
生
活
の
中
で
、
自
主
的
に
活
動

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
住
民
組
織
を
活
用

し
、
各
種
行
事
な
ど
で
活
動
で
き
る
仕

組
み
を
作
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
や
が
て
は
住
民
一
人
一

人
が
人
生
観
と
し
て
、
よ
り
良
い
環
境

の
中
で
、
豊
か
に
暮
ら
す
生
き
方
を

追
求
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
究
極

の
目
標
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
各
小
、
中
、
高
等
学
校
の
児
童
生

徒
た
ち
や
各
地
域
の
方
々
の
活
動
が
継

続
さ
れ
る
と
と
も
に
、
環
境
の
保
護
・

保
全
の
考
え
方
を
持
っ
た
方
々
が
山
陰

は
も
と
よ
り
日
本
、
世
界
へ
広
が
る
こ

と
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

く
ら
し
と
ジ
オ
パ
ー
ク　
　
　

       

ジ
オ
パ
ー
ク
と
環
境
の
保
護
・
保
全

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 68

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か

け
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
外

の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇

館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▼松林清掃（浜坂高校） ▼漂流物調査（照来小学校）

19

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▶
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
（
田
井
ノ
浜
）
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まちの求人案内

　（パート）
平成 27年 12月 10日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8時 30分～午後 8時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（町内全域）
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 180 ～ 250
マンパワーグループ㈱ ラウンダー 不問 195
セコム㈱ 機械警備 18以上 170

（浜坂地域）
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 200 ～ 220

准看護師 不問 200 ～ 210

㈱たじみや
事務職 45 以下 200 ～ 400
食品工場生産管理 40 以下 187 ～ 300
食品工場作業員 59 以下 138 ～ 146

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350
事務員 不問 155 ～ 195

㈱マルワ渡辺水産

保冷車運転 64 以下 250 ～ 400
レジ係 不問 138 ～ 146
フロント係 不問 172
調理師 不問 190 ～ 250

㈱菊池組 土木・技術監督 不問 168 ～ 300
土木作業員 不問 170 ～ 190

やすこ歯科医院 歯科衛生士 不問 175
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 160 ～ 250
㈱美方モータース 自動車整備士 不問 137 ～ 220
㈱織戸組 現場作業員 不問 166 ～ 302
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 50 以下 151 ～ 324
グループホームありがとう 介護員 不問 136 ～ 160
㈲西浦建築 大工 不問 280 ～ 380
株本建設工業㈱ 営業 30 以下 157 ～ 265
㈱リフティングブレーン 計量・包装 不問 159 ～ 168
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 138 ～ 172
特定非営利活動法人　にーず 看護職 不問 172 ～ 207
特別養護老人ホームはまさかの里 調理員 不問 137
㈲アートライフ  タニタ 販売・配送 不問 170 ～ 210
守山石油㈱ 販売員 不問 145 ～ 173
㈱森昌食品 ゆば加工 不問 134 ～ 136
浜辺医院 看護師・准看護師 不問 185 ～ 200

（温泉地域）
㈱井筒屋 サービススタッフ 60 以下 209 ～ 254

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18～ 59 181 ～ 183

特別養護老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 139 ～ 163

特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 178 ～ 245
介護員 不問 161 ～ 180

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230
㈱西沢製作所 現場事務・営業 不問 140
㈱光商会 スタッフ 不問 154 ～ 206
赤坂土建㈱ 土木技術者 不問 200 ～ 300

㈱朝野家

予約係 不問 150 ～ 170
営業係 18以上 150 ～ 170
販売係 不問 150 ～ 170
客室係 不問 194 ～ 216

㈲清美社 下水道維持管理 45 以下 155 ～ 220
㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64以下 146 ～ 400
㈱みさき 営業 35以下 206 ～ 235
㈱荒湯観光センター 販売店員 45以下 136 ～ 138
㈱とみや旅館 客室係 不問 194
湯快リゾート㈱ ホテル運営 59以下 200 ～ 300
㈱米安商会 作業員 不問 140 ～ 160
㈱いなば 警備員 18以上 147 ～ 252
アイアンドエフビルディング㈱
湧泉の宿　ゆあむ

調理 45以下 210 ～ 254
レストランスタッフ 45 以下 191 ～ 229

たじま農協 畜産技能職 30以下 163 ～ 190
㈱寿荘 客室係 不問 200 ～ 250

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝、販売 不問 900 ～ 1,000
たじま農協 訪問介護員 不問 794 ～ 2,100
㈱アルファ 保育・家事代行 不問 1,100～2,000

（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 レジ係 不問 800～ 850

惣菜係 不問 850～ 870
ミネル㈱ 塾講師 不問 1,500～2,000

㈱マル海渡辺水産
販売店員 不問 800 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 800 ～ 1,000
調理補助 不問 800 ～ 1,000

特定非営利活動法人にーず 看護職 不問 1,100
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000～1,200
新温泉土木事務所 技術嘱託員 不問 1,273
㈱さとうフレッシュフロンティア 食品レジ 不問 794 ～ 944
㈱コメリ 販売員 不問 800 ～ 1,013
グループホームありがとう 介護員 不問 850 ～ 1,000

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 800 ～ 900
総務・経理 不問 800

フジコン食品㈱ 計量・包装 18 以上 1,050

㈲山米鮮魚 事務員 不問 794 ～ 850
販売・加工 不問 794 ～ 850

㈱隆栄水産 レストランスタッフ 不問 850 ～ 1,000
㈱北兵庫 運転手 18 以上 794
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 35 以下 800 ～ 850
浜辺医院 看護師・准看護師 不問 1,100

（温泉地域）

特別養護老人ホームやすらぎの里
介護職 不問 860 ～ 1,000
調理員 不問 800 ～ 850
清掃員 不問 800

㈱井筒屋

料飲係 18 以上 950
まかない係 不問 800 ～ 850
食事会場スタッフ 不問 950
宴会場サポート 不問 950 ～ 1,000

ケービックス㈱ 作業リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 800 ～ 820

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 800 ～ 950
㈱エミュー エステ・リラク 18 以上 1,000～1,652

湯快リゾート㈱

ナイトフロント 18 以上 800 ～ 1,000
施設管理 不問 800 ～ 1,125
調理補助 不問 800 ～ 1,125
フロント予約 不問 800 ～ 1,125
レストラン 不問 800 ～ 1,125
洗場スタッフ 不問 800 ～ 1,063

㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000
㈱西沢製作所 現場事務・営業 不問 794
㈱松元商店 コンビニ店員 18 以上 800 ～ 1,000
アイアンドエフビルディング㈱ 調理補助 不問 800 ～ 1,200
総本家　栃泉 製造職 不問 794
㈱寿荘 配膳係 不問 800 ～ 1,200

―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（常　用）
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―
農
業
委
員
会
情
報
№

110
―

　

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

℡
82
‐
５
６
２
６

家
が
大
半
を
占
め
る
地
域
は
、
大
き
な

影
響
を
受
け
そ
う
で
あ
り
大
変
心
配
さ

れ
る
所
で
す
。
特
に
本
町
の
主
要
農
産

物
で
あ
る
米
は
主
食
の
変
化
に
よ
る
米

離
れ
が
進
ん
で
過
剰
供
給
に
よ
る
価
格

の
下
落
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
輸
入

米
の
増
加
、
関
税
の
引
き
下
げ
に
よ
る

更
な
る
価
格
の
下
落
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
又
、
畜
産
に
お
い
て
は
子
牛
価
格

が
近
来
に
な
い
高
値
で
推
移
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
安
い
肉
が
輸
入
さ
れ
た
場

合
は
子
牛
価
格
の
下
落
が
予
想
さ
れ
、

畜
産
農
家
が
対
応
で
き
る
の
か
も
心
配

で
す
。
双
方
と
も
に
非
常
に
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も

自
慢
で
き
る
特
産
物
が
数
多
く
あ
り
農

家
の
方
が
頑
張
っ
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
圃
場
が
狭
い
、
点
在
し
て
い
て

便
利
が
悪
い
な
ど
圃
場
条
件
が
悪
く
、

従
事
者
の
高
齢
化
等
で
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
様
な
大
変
厳
し
い

状
況
下
で
す
が
、
農
家
の
方
は
頑
張
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
緑
豊
か
な
農
地
、
素

晴
ら
し
い
環
境
を
守
っ
て
未
来
に
引
き

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
新
温
泉
町
農
業
委
員
会
活
動
に

対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
農
業
は
現
在
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
過
疎
化
が
進
む
中
で
の
担
い
手

不
足
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る

離
農
の
増
加
、
有
害
鳥
獣
の
被
害
拡
大

等
で
の
耕
作
放
棄
地
、
荒
廃
地
が
ど
ん

ど
ん
進
み
、
年
々
深
刻
な
状
況
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
又
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉

が
大
筋
合
意
さ
れ
農
業
に
つ
い
て
の
助

成
制
度
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
施
行
さ
れ
た
場
合
に
本
町
の
よ
う

に
中
山
間
地
の
農
地
が
多
く
小
規
模
農

継
ぐ
た
め
に
は
、
農
家
、
非
農
家
の
方

も
含
め
た
町
民
の
皆
様
全
員
の
方
の
協

力
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
将
来
へ
の
課

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
町
で
は
県
下
の
他
市
町
に
先
行
し

て
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
全
地
域
で
取
り

組
み
完
了
さ
れ
た
こ
と
は
他
の
模
範
と

な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
実
行
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
の
段
階

で
す
が
、
今
後
計
画
達
成
に
向
け
て
各

地
域
で
計
画
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て

頂
き
、
更
に
実
行
に
向
け
て
の
努
力
が

必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
又
、
国
の

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
、
多
く

の
集
落
で
活
動
さ
れ
て
い
る
営
農
組
合

組
織
等
を
活
用
し
て
、
農
地
の
集
積
を

行
う
と
と
も
に
新
し
い
担
い
手
の
育
成

を
行
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。
幸
い

に
し
て
近
年
、
農
業
に
意
欲
の
あ
る
若

い
世
代
の
方
の
新
規
就
農
が
少
し
ず
つ

増
え
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
若
い
世
代
の
後
継

者
、
担
い
手
が
今
後
も
ど
ん
ど
ん
増
加

し
て
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
歯
止
め
を

か
け
、
明
日
の
新
し
い
農
業
を
目
指
し

て
他
に
自
慢
で
き
る
特
産
物
を
育
て
る

と
共
に
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
農

地
を
守
り
緑
豊
か
な
郷
土
を
保
っ
て
い

く
に
は
、
行
政
の
強
力
な
支
援
が
必
要

で
す
し
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協

力
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

毎
月
１
回
の
定
例
総
会
で
農
地
法
に

係
る
許
認
可
の
審
議
、又
、農
政
・
農
地
・

畜
産
・
広
報
の
４
部
会
を
随
時
開
催
し

て
、
今
後
の
農
業
の
あ
り
方
、
目
標
等

に
つ
い
て
協
議
調
整
を
行
な
い
、
町
広

報
を
通
じ
て
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
又
、
耕
作
放
棄
地
、
無
断
転
用

等
の
解
消
に
向
け
た
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
加
え
て

農
業
行
政
に
関
す
る
建
議
を
町
長
に
提

出
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
か
ら
は
委
員

に
よ
る
高
齢
者
大
学
で
の
園
芸
講
座
、

小
学
校
で
の
食
農
教
育
も
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
農
業
活
性
化
大
会
等
多

く
の
研
修
会
に
出
席
し
見
聞
を
高
め
る

等
、
更
な
る
農
業
の
発
展
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
委
員
一
同

こ
れ
か
ら
も
一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
て

い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
も
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
又
、
農
地
法
に
関
す
る
事
、
そ
の

他
な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
事
務
局
、

委
員
ま
で
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
皆

様
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

 
緑
豊
か
な
農
地
、
素
晴
ら
し
い
環
境
を
守
っ
て
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
…

新温泉町農業委員会長
川 元 勝 利
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　12月 9日、加藤文太郎記念図書館で「大人が集うお
はなし会」特別企画『能楽にふれてみませんか』を開催
し、17人が参加しました。今回は3回シリーズの2回目。
講師は清水紘一さん（芦屋）に務めていただいています。
　実際に能面に触れたり、能面についての説明を受けた
り、能楽が 5部構成になっていることなどの話を聞い
たりした後、5番目の曲に属する「鉄

かな

輪
わ

」を清水さんの
解説を交えながらみんなで聴きました。
　第 3回は、1月 13日（水）に行います。

蓄音機の音色を観賞

能楽にふれてみました

　12月12日、まち歩き案内所「松籟庵」で「蓄音機『懐か
しの音色』鑑賞会（PART11）」が行われ、39人が蓄音機の
音色を楽しみました。
　最初にベートーベンの「月光」を鑑賞。部屋を暗くし
て音楽に聞き入りました。他にも童謡や歌謡曲など合わ
せて 10曲が蓄音機から流れました。
　この日は、特別ゲストとしてフルート奏者の川原綺さ
んが登場。クリスマスソング3曲を蓄音機とコラボレー
ションしました。

　12 月 10 ～ 12 日の 3 日間、雪国ホームステイとし
て南太平洋大学学生のロレッタさんが来町しました。
　滞在期間中、色浴衣を着て荒湯で温泉玉子体験をした
り、城山公園や穴見海岸を散策したりして新温泉町を満
喫していただきました。
　11 日には、浜坂高校英会話部の生徒と、英語の質問
が書かれた双六や折紙づくりなどをして親交を深めまし
た。ロレッタさんからは、母国のバヌアツ共和国の紹介
があり、生徒たちは興味深く聞き入っていました。

南国から来町し新温泉町を満喫

広報しんおんせん（1月号）

　山陰近畿自動車道「浜坂道路」に通る９つのトンネル
の内、最後の貫通となった二日市トンネル。12月 7日、
工事関係者や地元住民など約 70人が見守る中、午後 2
時 10分に発破が行われ、貫通しました。
　太陽の光がトンネル内に差し込むと、全員で万歳三唱
を行い貫通を祝うとともに、今後の工事の無事を祈念し
ました。
　平成 29年度の「浜坂道路」開通に向け、着実に工事
が進んでいます。

光が差し込み、みんなが歓声

H28（2016）.1.1
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　11 月 28 日、夢ホールで「京フィルとあそぼう！ 0
歳からのクラシックコンサート」を開催し、約 150 人
が来場しました。
　京都フィルハーモニー室内合奏団が、有名なクラシッ
クの曲や台所用品を使った演奏などを行い、小さな子ど
もでも楽しめるようなコンサートでした。
　「犬のおまわりさん」では、紙コップとタコ糸で作っ
た犬の鳴き声が出る楽器を来場者全員が持ち、「ワンワ
ン」と歌うところで合奏しました。

楽しく音楽鑑賞

災害時の対応を応援

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（1月号）

　11月26日、今秋の「全国草原サミット・シンポジウム」
開催に向けて、第 3回実行委員会を浜坂多目的集会施
設で行いました。
　この日は、2009 年に同サミット・シンポジウムを開
催した広島県北広島町の白川勝信さん（同町主任学芸員）
を講師に招き、同サミット・シンポジウムの開催メリッ
トや同町の取組事例などの説明を受けました。
　開催は 10 月 15 日（土）～ 17 日（月）の 3 日間。
多くの方の参加をお待ちしています。

秋の開催に向け着実に準備

　11月 29 日、浜坂体育センター体育館と B&G海洋セ
ンター体育館で「新温泉町親睦バレーボール＆ソフトバ
レーボール大会」が行われ、バレーボールには 7チーム、
ソフトバレーボールには 13チームが参加しました。
　ソフトバレーボールは、専用のゴムボールを使用し、
バトミントンのコートで、4人対 4人で試合。各チーム
とも楽しくプレーしていました。一方、バレーボールは、
6人制でネットの高さは 240㎝。今年は、勝ったり負け
たりの大混戦となり、大いに盛り上がりました。

　12月1日、役場本庁舎で、新温泉町自動車整備組合（田
中孝和会長）と町が「災害時における応急対応業務に関
する協定」を締結しました。
　同組合には町内の 9事業所が加盟。災害時に、被害
状況の情報収集、道路交通確保のための被災車両等の障
害物除去、倒壊等の現場における人命救助のための障害
物除去などの協力応援をしていただきます。
　災害は、いつ・どこで発生するかわかりません。皆さ
んもいざというときのために準備をしておきましょう。

バレーボールで親睦
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わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H28（2016）.1.1

ご
案
内

広報しんおんせん（1月号）

お
知
ら
せ

I N F O R M A T I O N

を
開
催
し
ま
す
。
新
温
泉
町
民
で
書
道

を
愛
好
し
て
い
る
一
般
の
方
（
18
歳
以

下
を
除
く
）
の
書
作
品
約
30
点
を
展
示

し
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
16
日（
土
）～
31
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
12
時
ま
で
）

　

※
毎
週
木
曜
日
は
休
館

―
と
こ
ろ
・
問
合
せ
―

　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

浜
坂
先
人
記
念
館

但
馬
の
巨
木
写
真
展

　
「
第
12
回
但
馬
の
巨
樹
・
巨
木
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」（
但
馬
巨
木
保
存
会

主
催
）
の
入
賞
作
品
な
ど
約
40
点
を
展

示
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
6
日（
水
）～
13
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

　

※
1
月
7
日
（
木
）
休
館

「
書
の
ま
ち  

新
温
泉
」　

　
　

町
民
交
流
書
道
展

　

書
道
を
志
す
町
民
（
一
般
）
の
交
流

と
親
睦
の
機
会
と
し
て
、「
第
6
回
『
書

の
ま
ち　

新
温
泉
』町
民
交
流
書
道
展
」

第
26
回
福
祉
講
演
会　

「
泣
い
て
笑
っ
て
共
に
歩
む
道
」

　

全
国
的
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

「
認
知
症
」に
つ
い
て
、正
し
く
理
解
し
、

地
域
で
の
見
守
り
や
介
護
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

１
月
30
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
講
師　

米
田
民
子
さ
ん
（
社
会
福
祉

法
人
関
寿
会　

は
ち
ぶ
せ
の
里
）

▼
入
場
料　

無
料

暮
ら
し
と
仕
事
の
相
談
会

▼
と
こ
ろ
・
と
き

◇
浜
坂
地
域

　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

　

1
月
12
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

◇
温
泉
地
域

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

す
こ
や
か
～
に

　

1
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

▼
相
談
費
用　

無
料

▼
予
約
・
問
合
せ　

ひ
ょ
う
ご
暮
ら
し

　

と
仕
事
の
よ
り
そ
い
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
９
0
）
７
８
８
０
‐
４
４
０
７

▼
そ
の
他　

各
種
バ
ザ
ー
や
介
護
用
品

の
紹
介
、
介
護
相
談
な
ど
も
開
催
し

て
い
ま
す
。（
午
前
10
時
30
分
～
）

▼
問
合
せ

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
82
‐
１
０
７
１

西
村
光
峯
展 　
　
　
　

～
書
く
こ
と
に
喜
び
を
求
め
て
～

　

新
温
泉
町
熊
谷
在
住
で
、
町
高
齢
者

大
学
や
公
民
館
講
座
の
講
師
を
す
る
傍

ら
、
長
年
創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
西

村
光
峯
こ
と
西
村
光
夫
さ
ん
の
作
品
約

20
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

書
へ
の
想
い
が
あ
ふ
れ
た
渾
身
の
作

品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

1
月
16
日（
土
）～
29
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

＊
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

農
林
研
修
室

▼
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０



25 広報しんおんせん（1月号）

H28（2016）.1.1

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

移
動
図
書
館
車　
　
　

　
　
　

巡
回
日
の
変
更

　

長
期
休
館
な
ど
の
た
め
移
動
図
書
館

車
の
巡
回
日
を
変
更
し
ま
す
。

◇
第
1
金
曜
日
（
湯
～
春
来
方
面
）

　

１
月
1
日
（
金
）
→
１
月
8
日
（
金
）

◇
第
２
金
曜
日
（
桐
岡
～
飯
野
方
面
）

　

１
月
8
日
（
金
）
→
１
月
15
日
（
金
）

◇
第
３
金
曜
日
（
千
谷
～
伊
角
方
面
）

　

１
月
15
日
（
金
）
→
１
月
22
日
（
金
）

◇
第
４
金
曜
日
（
岸
田
～
千
谷
方
面
）

　

１
月
22
日
（
金
）
→
１
月
29
日
（
金
）

月　　日 医 師 名 専門分野 午後の休診
1月  5日（火）～    8日（金） 宇和　伸浩 腫瘍

12日（火）～ 15日（金） 橋本　健吾 鼻
19日（火）～ 20日（水） 赤澤　和之 -
21日（水）～ 22日（金） 美内　慎也 耳
26日（火）～ 27日（水） 前田　英美 味覚
28日（木）～ 29日（金） 伏見　勝也 -

高齢者生きがい活動支援通所事業
―1 月の予定―

浜坂地域 温泉地域
浜坂温泉保養荘 社会福祉協議会

℡ 82-3645 ℡ 92-2572

11日（月）
久斗山、境、大味、
藤尾、高末、正法庵、
辺地、福富

12日（火）諸寄、戸田、奥町 多子、丹土

13日（水）居組、新市、古市、栃谷、用土、田君、田井

14日（木）対田、三尾、和田、赤崎、釜屋、指杭、七釜 今岡、金屋

15日（金）浜坂全域、芦屋、三谷、二日市、久谷、清富 前、田中

19日（火） 岸田

20日（水） 鐘尾

21日（木） 海上

25日（月） 中辻、むつみ会、
千原、千谷

28日（木） 青下

公立浜坂病院からのお知らせ
公立浜坂病院　℡ 82-1611  1 月耳鼻咽喉科担当医表

◆兵庫医科大学耳鼻咽喉科の先生方です。変更がある場合はご了承ください。

「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」
へ
の

協
力
に
感
謝
し
ま
す

　

11
月
３
日
、
新
温
泉
町
文
化
祭
温
泉

会
場
で
の
「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」
実
施

に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
か
ら
２
３
１
点

に
も
の
ぼ
る
品
物
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

12
月
1
日
に
そ
の
収
益
金
を
新
温
泉

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご
厚
志

に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会

　
（
事
務
局　

温
泉
総
合
支
所 

地
域
振
興
課
）

　

℡
92
‐
１
１
３
１

温
泉
地
域　
　
　
　
　

移
動
図
書
館
車
の
運
行

　

１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
は
、
降
雪
な

ど
に
影
響
を
考
慮
し
、
移
動
図
書
館
車

の
温
泉
地
域
巡
回
コ
ー
ス
の
一
部
を
変

更
し
ま
す
。

ー
問
合
せ
ー　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

◆第４金曜日（岸田～千谷方面）が一部変更

時間 対象地域 停車場所

午後 1 時 40 分
～ 1 時 55 分

青下・岸田・田
中・霧滝・石橋

上山高原ふる
さと館

午後 2 時 5 分
～ 2 時 20 分

前・海上 前バス停付近

午後 2 時 30 分
～ 2 時 45 分

内山・越坂・千
谷・宮脇

八 田 コ ミ ュ ニ
ティーセンター

整
形
外
科
外
来
の
担
当
医

　

火
曜
日
の
午
後
の
整
形
外
科
外
来
は

週
に
よ
り
医
師
が
異
な
り
ま
す
。
1
月

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
西
島
医
師　

12
日
、
26
日

◎
安
藤
医
師　

5
日
、
19
日

―
問
合
せ
―

　

公
立
浜
坂
病
院　

℡
82
‐
１
６
１
１
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※浜坂子育て支援センターの「わくわくひろば」は未登録の方や妊婦の方にもご利用いただけます。
※ゆめっこ認定こども園子育て支援部は、妊婦の方にもご利用いただけます。
※登録は随時受け付けています。
※都合により日程を変更することがあります。

浜坂子育て支援センター　℡ 82-4152 ゆめっこ認定こども園　子育て支援部   ℡ 92-1095
利用時間 午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 3 時 午前 9 時～ 11 時 30 分、午後 1 時～ 3 時

期　日 行事予定 午後 行事予定 午後

  4 日（月）わくわくひろば 大きくなったかな？ 休

  5日（火）わくわくひろば お正月あそび（15日まで）

  6日（水）わくわくひろば みんなで楽しく遊びましょう

  7日（木）わくわくひろば のびのびリズム

  8日（金）わくわくひろば みんなで楽しく遊びましょう

12日（火）ぶんちゃんのお話し講座（センターで） みんなで楽しく遊びましょう

13日（水）リトミックであそぼう（西井昭子先生）※要予約 お話の会「紙ふうせん」

14日（木）わくわくひろば のびのびリズム

15日（金）小豆雑煮で鏡開き　※要予約 みんなで楽しく遊びましょう

18日（月）お孫さんといっしょに　わくわくひろば ぱたぱたおもちゃ作り（1日目）

19日（火）おやこの食育教室（県いずみ会事業）　※要予約 15組限定 休 ぱたぱたおもちゃ作り（2日目）

20日（水）わくわくひろば みんなで楽しく遊びましょう

21日（木）わくわくひろば のびのびリズム

22日（金）０歳児ひろば　※要予約 みんなで楽しく遊びましょう

25日（月）わくわくひろば 節分の豆入れ作り（1日目）

26日（火）わくわくひろば 休 節分の豆入れ作り（2日目）

27日（水）子育て講演会（鎌田美由紀先生）※要予約 1月 21日まで お話の会「紙ふうせん」

28日（木）１，２，３歳児ひろば　※要予約 のびのびリズム

29日（金）わくわくひろば みんなで楽しく遊びましょう

まちの子育てひろば（1月）
ひろば名 期日 場所 内容 申込期限 申込先

諸寄まちの子育てひろば 8日（金）…
午前10時～ 明星認定こども園製作　かわいい鬼 申込不要 明星認定こども園…

℡ 82-4831

大庭まちの子育てひろば 20日（水）…
午前10時～ 大庭認定こども園ぶんちゃんのお話しポケット 18日（月） 大庭認定こども園…

℡ 82-1239

いちごくらぶ 21日（木）…
午前10時30分～ はまさかの里 みんなで楽しく新年会 19日（火） いちごくらぶ…

℡ 080-8525-5093

チビッコサークル 25日（月）…
午前10時～ 諸寄基幹集落センター 折り紙・お正月遊び 申込不要 社会福祉協議会温泉支部…

℡ 92-1866

紙ふうせん 27日（水）…
午前10時30分～ ゆめっこ認定こども園 絵本の読み聞かせ 申込不要 社会福祉協議会温泉支部…

℡ 92-1866

 はまさかの里 年末年始とお盆を除く毎日（午前 10時～正午、午後 1時 30分～ 3時 30分）特別養
護老人ホーム「はまさかの里」1階ロビーをまちの子育てひろばとして開放しています。

特別養護老人ホームはまさかの里
℡ 82-5533

I N F O R M A T I O N
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募　

集

平
成
28
年
度　
　
　
　
　
　

浜
坂
先
人
記
念
館 

展
示
募
集

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
で
は
、

町
民
の
教
養
及
び
文
化
活
動
の
発
表
の

場
と
し
て
、次
の
期
間
（
平
成
28
年
度
）

の
展
示
利
用
を
募
集
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間
（
申
込
順
で
調
整
）

◇
5
月
11
日
（
水
）
～
6
月
8
日
（
水
） 

◇
７
月
2
日
（
土
）
～
10
月
19
日
（
水
）

◇
10
月
25
日
（
火
）
～
11
月
3
日
（
木
）

◇
11
月
29
日
（
火
）
～
12
月
14
日
（
水
）

◇
2
月
11
日
（
土
）
～
3
月
8
日
（
水
）

※
展
示
期
間
は
要
望
に
よ
り
調
整
可 

▼
展
示
場
所　

以
命
亭
ホ
ー
ル

▼
利
用
料
（
１
日
の
料
金
）

◇
町　

民　
　

６
０
０
０
円

◇
町
外
者　

１
２
０
０
０
円

※
町
民
に
つ
い
て
は
減
免
措
置
あ
り

▼
応
募
の
目
安　

写
真
（
ワ
イ
ド
四
切

程
度
）
で
は
40
枚
、
絵
画
（
10
号
）

で
は
35
点
以
上
の
作
品
を
展
示
。
１

回
の
聴
講
者
が
50
名
程
度
の
講
演
会

や
演
奏
会　

な
ど

▼
募
集
期
限　

2
月
29
日
（
月
）

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
期
限
前
に
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

※
町
広
報
紙
掲
載
、
報
道
機
関
へ
の
Ｐ

Ｒ
は
、
先
人
記
念
館
が
行
い
ま
す
。

※
招
待
ハ
ガ
キ
は
利
用
者
が
作
成
。
作

成
枚
数
の
制
限
あ
り
。

※
展
示
内
容
に
よ
っ
て
は
受
付
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
み　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

地
産
地
消
料
理
教
室

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
を

地
元
で
消
費
す
る「
地
産
地
消
」を
す
す

め
る
た
め
、料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
地
元
産
大
根
を
メ
イ
ン
に
料
理

を
作
り
ま
す
。

　

新
温
泉
町
の
お
い
し
い
食
材
を
み
ん

な
で
発
掘
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

１
月
28
日（
木
）午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

▼
内
容

　
『
大
根
１
本
で
フ
ル
コ
ー
ス
に
挑
戦
！
』

▼
講
師　

新
温
泉
町
い
ず
み
会

▼
定
員　

20
名（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
持
ち
物　

米
１
合
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
申
込
期
限　

１
月
20
日（
水
）

▼
申
込
み　

農
林
水
産
課

　

℡
82
‐
５
６
２
６

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
採
掘
技
術

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

　

日
本
海
を
は
じ
め
日
本
近
海
に
存
在

す
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
「
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
」。
み
な
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
で
、
貴
重
な
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

▼
応
募
期
限　

1
月
22
日
（
金
）

▼
応
募
資
格

◇
中
高
生
の
部

　

全
国
の
中
学
生
及
び
高
校
生

◇
一
般
の
部

　

18
歳
以
上
（
高
校
生
除
く
）

▼
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

　

//nihonkairengou.jp

）
か
ら
応
募

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
技
術
ア

イ
デ
ア
（
２
０
０
０
文
字
以
内
）
及
び

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
電
子
メ
ー

ル
に
添
付
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先
（
電
子
メ
ー
ル
）

　

ngt050030@
pref.niigata.lg.jp

▼
問
合
せ　

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開

　

発
促
進
日
本
海
連
合
事
務
局

　

℡
（
０
２
５
）
２
８
０
‐
５
２
５
７

「但馬地域こうのとり大使によ
る縁結び交流会」参加者募集

▼とき　2月 28日（日）午前 11時～午後 3時 30分
▼ところ　県立但馬長寿の郷（養父市八鹿町）
▼参加対象　県内に在住、在勤の独身男女
( 男性は但馬在住、在勤者を優先 )

▼内容　１対１のフリートーク、ランチタイム等
▼参加費　男性 3,000 円　女性 2,000 円
▼募集定員　男女各 15名
　　　　　　（定員に達した場合には抽選）
▼申込期限　２月９日（火）
▼申込方法　FAX、郵送、電子メールのいず
れかにより申し込む
※詳細はお問い合わせください。
▼申込み・問合せ　但馬出会いサポートセンター
　（開館日時　水・木・土　午前9時～午後5時15分）
　℡（079）662-7701　
　電子メール   tajima_habatan@seishonen.or.jp
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【広告】

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ　
　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
２
０
１
６

～
Ｗ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
～

参
加
者
募
集

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
合
わ
せ
、
但

馬
ド
ー
ム
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

▼
と
き

　

2
月
13
日
（
土
）

　
　

午
後
4
時
30
分
～
6
時
30
分

　

2
月
14
日
（
日
）

　
　

午
前
11
時
～
午
後
1
時

▼
参
加
費　

千
円

▼
募
集
数　

各
日
5
団
体
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査
で
選
出

▼
申
込
方
法

　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
持
参

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

１
月
29
日
（
金
）
必
着

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン

▼
と
き　

2
月
13
日
（
土
）

　

午
後
7
時
30
分
ご
ろ

※
ラ
ン
タ
ン
受
渡
は
午
後
6
時
30
分
～

▼
参
加
費　

ラ
ン
タ
ン
1
個
に
つ
き

２
千
円
（
最
大
５
個
ま
で
）

▼
募
集
数　

５
０
０
個
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

兵
庫
県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

　

Fax
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
１

　

電
子
メ
ー
ル　

info@
tajim

adom
e.jp

公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員
募
集

▼
募
集
職
種　

言
語
聴
覚
士

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
対
象　

言
語
聴
覚
士
免
許
を
有
す
る

40
歳
以
下
の
方
（
見
込
み
可
）

▼
試
験
日　

１
月
24
日
（
日
）

▼
応
募
期
限　

１
月
18
日
（
月
）

▼
採
用
予
定
日　

平
成
28
年
4
月
1
日

▼
提
出
書
類

　

当
病
院
組
合
指
定
の
様
式
に
記
入

し
、
必
要
書
類
を
提
出

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

　

統
轄
管
理
事
務
所
総
務
部
人
事
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
６
１
１
１

但
馬
初
！　
　
　
　
　

「
大
学
院
体
験
レ
ク
チ
ャ
ー
」

▼
と
き　

1
月
31
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・ 
コ

ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
豊
岡
市
）

▼
内
容　

研
究
科
の
概
要
、
地
域
資
源 

に
関
す
る
大
学
院
模
擬
講
義
、教
員
・

在
校
生
と
の
懇
談　

等

▼
問
合
せ

　

兵
庫
県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ

ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学
務
課

　

℡（
０
７
９
６
）34
‐
６
０
７
９

放
送
大
学　
　
　
　
　

大
学
説
明
会
、
入
学
相
談
会

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
4
月

入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
で
大
学
説
明
会
及
び
入
学

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

２
月
６
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

第
３
会
議
室

▼
問
合
せ

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡（
０
８
５
７
）37
‐
２
３
５
１
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1 月の各種相談
行
政
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

6日（水）
午前9時～ 11時30分

町民センター 温泉総合支所　地域振興課
　TEL 92-1131㈹

20日（水） サンシーホール浜坂 総務課　総務係
　TEL 82-3111

人
権
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

6日（水）午前9時～ 10時45分
文化会館 総務課　総務係

　TEL 82-3111町民センター

心
配
ご
と
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

13日（水）
午後1時30分～ 4時

社会福祉協議会  浜坂支部（二日市） 社会福祉協議会　浜坂支部
　TEL 82-1071

27日（水） 保健福祉センター  すこやか～に 社会福祉協議会　温泉支部
　TEL 92-1866

身
障
相
談

日 時　間 場　所 問合せ

20日（水）
午後1時30分～ 3時30分

保健福祉センター  すこやか～に 健康福祉課　福祉係
　TEL 82-562021日（木） 社会福祉協議会  浜坂支部（二日市）

1 月の行事予定

法
律
相
談

日 時　間 場　所 問合せ（予約）

9日（土）
午後1時～ 4時 浜坂多目的集会施設 兵庫県司法書士会但馬支部

TEL（0796）23-8011
※相談会受付専用（平日のみ）司法書士による無料法律相談　※予約制（相談日の2日前の午後5時までに予約）

　　　　※相談場所が２会場あるものは、都合のよい会場（相談日）を利用ください。

日 時　　間 行　事　名 会　　場 担 当 課

3日（日）午前10時30分～ おぞうにのふるまい 県立但馬牧場公園 牧場公園課 
6日（水）午前9時～午後5時 但馬の巨木写真展（～ 13日） 浜坂先人記念館 生涯教育課
7日（木）午前9時30分～ 宇都野学園大学院講座 浜坂多目的集会施設 生涯教育課
9日（土）午前9時～ 青少年新春かるた大会 夢ホール 生涯教育課

午前9時～ 町子ども会年賀はがきコンクール展（～ 13日）浜坂多目的集会施設 生涯教育課
午前10時～ スキー教室（第１回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課
午前7時30分～ 9時 味原川清掃作業 県道白川橋下流付近 建設課

10日（日）午後1時～ 新温泉町成人式 夢ホール 生涯教育課 
11日（月）午前10時30分～ ぜんざいのふるまい 県立但馬牧場公園 牧場公園課
12日（火）午前8時30分～ 9時 トレー・牛乳パック回収日 新温泉町商工会本所 町民課
14日（木）午前8時～正午 浜坂温泉排泥 浜坂地区 上下水道課
16日（土）午前9時～午後5時 書のまち新温泉  町民交流書道展（～ 31日）浜坂先人記念館 生涯教育課

午前9時～午後5時 西村光峯展（～ 29日） 町民センター 生涯教育課
午前10時～ スキー教室（第２回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課 

17日（日）午前8時30分～
町子ども会交流卓球大会

健康公園体育館 生涯教育課
町子ども会年賀はがきコンクール展

午前10時～ 雪上運動会 県立但馬牧場公園 牧場公園課
20日（水）午前9時～ とちのみ学園定例講座 夢ホールほか 生涯教育課
23日（土）午前9時～ 新温泉町新春書き初め展（～ 27日） 浜坂多目的集会施設 生涯教育課

午前10時～ スキー教室（第３回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課 
24日（日）午前9時～ かんじきづくりと鳴滝ハイキング 上山高原ふるさと館 商工観光課
30日（土）午前10時～ スキー教室（第４回） 県立但馬牧場公園 牧場公園課
31日（日）午前9時30分～ 雪像コンテスト 県立但馬牧場公園 牧場公園課
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まちのうごき

ご冥福をお祈りします

11 月 16 日～ 12 月 10 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

町   県   民   税    第 4 期
国民健康保険税第 5 期
納期限 2 月 1 日（月）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　　税務課　℡ 82-3113

　中小企業の経営支援のため、金融機関から一
定の事業資金の融資を受けた場合に町が利息の
一部を助成します。申請を受付ますのでお早め
に手続きをしてください。

▼対象　平成 25年 4月以降に融資を受けた方
▼対象となる融資
　新温泉町中小企業振興資金及び小規模事
業者経営改善資金（マル経融資）

▼助成額　平成 27年 1月 1日～ 12月 31日
までに支払った支払利息の 1/2 以内

▼申請期間　1月 4日～ 2月 29日
▼申請方法　必要書類を商工会経由で町へ提出
※申請様式は、商工観光課、温泉総合支所
地域振興課で交付、または町ホームペー
ジからダウンロードできます。

▼問合せ　商工観光課　℡ 82-5625

新温泉町中小企業融資利子補給金

うぶごえ


